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例 ー　仁コ

1．本書は岡山県御津郡御津町教育委員会が，国庫補助を受けて実施した「原遺跡、山条・富

谷地区」の発掘調査概報である。

2．遺跡は御津郡御津町大字宇垣に所在する。

3．発掘調査は御津町教育委員会発掘調査員内田亮が担当し，昭和62年4月8日から昭和63年

3月31日まで実施した。

4．発掘調査にあたって，御津町役場農業土木課職員，教育委員会職員，御津町文化財保護委

員，地権者等関係各位にあたたかい援助を受けたことを記して謝意を表します。

5．遺物の整理は御津文化センターで，整理作業員寺門節子の協力を得て内田が行った。

なお，遺物（石族の一部を除く），実測図，写真等は御津町教育委員会において保管してい

る。

6．本概報の執筆，編集は内田が行った。本書作成にあたっては，拓本等寺門節子の協力を得

た。

7．本書に使用したレベル高は海抜高である。方位は，第1，2，7，8，17図が真北，他は

磁北である。

8．本書第2図に使用した地形図は，建設省国土地理院発行の50，000分の1地形図を複製した

ものである。
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第1章　地理的・歴史的環境

原遺跡の所在する御津町は，岡山県の

中央部を蛇行商流する旭川の中流域に位

置し，東は赤坂町，山陽町，西は加茂川

町，北は建部町，吉井町，南は岡山市に

隣接する，面積約114k武　人口約11，000

人の町である。その地形的概観は，大ま

かに言って標高200m～400m級の山地

部とその山間の河川によって形成された

平地部とによって構成される。吉備高原

の南縁部に当たる町の全面積の約80％は

山地が占めており，主要な集落は，旭川

とその支流周辺に形成された氾濫原，河

岸段丘，沖積地等の平地部に集中してい

る。最も大きな支流は，上房郡賀陽町を
第1図　原遺跡位置図

源流とする芋甘川で，その流れの左右に多くの氾濫原を形成しながら，金川で旭川に合流する。

他の主な支流としては，新庄川，三谷川，野々口川等をあげることが出来る。いずれも水量，

川幅ともに小規模のものであるが，それぞれの流域には数多くの遺跡を立地させている。

御津町内で，縄文時代晩期の遺跡としては，鹿瀬遺跡，野々口遺跡，原遺跡が知られている。

いずれも旭川流域の沖積地に弥生時代の集落址と複合して認められるものである。弥生時代の

遺跡としては，鹿瀬，野々口，原の3遺跡をはじめとして，伊田大谷，岩井山，宅美池，塚の

谷，新庄尾上などの遺跡が知られる。これ等の遺跡のいずれもが旭川及びその支流によって形

成された氾濫原，沖積地，及びその周辺の山麓部，丘陵上に所在する。

御津町内にある古墳の多くは，各河川の流域を臨む丘陵上，尾根上に築かれている。各河川

流域における分布を見ると，新庄川流域に最も多く，宇甘川流域では中泉，高津を中心に密度

が高い。古墳の多くは，横穴式石室を内部主体とする後期古墳であり，前方後円墳としては，

菅第2号填，新庄の天神鼻1号填，八っ塚古墳の3基があげられる。原遺跡の所在する宇垣に

おいては，北東部の旭川を臨む丘陵上に金川古墳があり，平地部西端の丘陵の尾根上には，宇

根山古墳群がある。

奈良～室町時代の遺物を出土する遺跡としては，原遺跡，岩井山遺跡が知られるが，歴史時

－1－



代以降の御津町の動向については，金川城，虎倉城，徳倉城に代表される中世の山城が現れる

まで明らかではない。

現在の御津町は，昭和28年4月1日，旧御津郡牧山村，宇垣村，金川町，芋甘東村，宇甘西

村，赤磐郡五城村，葛城村の7か町村が，牧山村の一部を除いて合併したものである。古代の

行政区分で言えば，「倭名類東砂」に見える，備前（岐比乃美知乃久知）の8郡の内，赤坂

（安加佐加）郡，津高（豆太加）郡の2郡に渡り，赤坂郡の6郷の内，宅美郷と若木郷の部分

が今の五城地区と吉城地区にあたり，津高郡4郷の内，今の宇垣地区・牧山地区は津高郷に，

金川地区・宇甘東，宇甘西地区は健部郷に含まれる。旭川を境として東が赤坂郡であり，西が

津高郡である。古文書の記録によれば，宝亀5年（774），津高郡郡家にあてた常地畠売買券に，

津高郡菟垣村（宇垣村？）と見える。戸主は漠部阿古麻呂である。下っては正平10年（文和4

年）（1355）に足利尊氏の名で備前国字垣郷山条村を京都妙顕寺に寄進との記録も残されてい

る。また，嘉吉2年（1442）宇垣郷，吉備津宮神領という記録も見える。

御津町は周囲を標高200m～400m級の山々に囲まれているため，町への出入りは，川添い

の狭い谷筋を通るか，いくつかの峠越えに限られている。近世，美作往来と呼ばれた街道を辿っ

て岡山から津山に至るには，辛香峠を越えて中山に入り，野々口を経て旭川右岸を北上する。

約1kmで眼前に宇垣沖積平野がひらけ，金川古墳の東を回って金川へ至る。金川は，戦国時代

に松田氏の居城である金川城の城下町として拓かれ，交通の要衝として栄えた町である。金川

から西に向きを転じ宇甘川沿いに約2km，菅から北へ箕地峠を越えて建部，福渡へと至る。現

在では国道53号線が旭川沿いに整備されているが，以前はこの峠越えの道が主要な交通路であっ

た。菅から峠を越えず西へ進めば加茂川に至る。加茂往来である。金川から東へは，伊田越え

で現山陽町方面へ連絡されている。また，宇垣から山条を越え直接菅へ出る道もあり，「五輪

だわ」と呼ばれている。この道沿いには，西奥遺跡，みそのお古墳群，菅古墳群と遺跡が密集

している。宇垣から西へは，近年は新岡山空港設置に伴って県道御津妹尾線が新設され，岡山

周辺遺跡地図（縮尺＝50000分の1）

1．原遺跡

2．金川古墳

3．西奥遺跡

4．宇根山古墳群

5．徳倉城址

6．野々口遺跡

7．国ケ原神社西古墳

8．香雲寺古墳群

9．金川城址

10．みそのお古墳群

11．菅古墳群

12．中泉古墳群

13．実盛山古墳

14．いかとり古墳

－2－

15．平野古墳

16．熊谷城址

17．岩井山古墳群

18．酒屋谷遺跡

19．恋坂古墳

20．虫名古墳

21．雲生宅跡（刀工房跡）



第2図　周辺遺跡地図（S：1／50，000）
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市日応寺から総社市方面への交通の便を利しているが，旧来は備中から入って来る峠越えの山

道であった。この道を見下ろす標高約220mの山頂に徳倉城が築かれている。町内に20を数え

る中世の山城のほとんどが，交通の要所を押さえる形で主要な遺すじを見下ろす場所に位置し

ている。

松田元成が金川城に居城したのは，文明12年（1480）のことと伝えられる。松田氏は，永禄

11年（1569）の落城まで，備前国西半の覇者として君臨した戦国大名である。備前法華宗（日

蓮宗）は松田氏の外護を受けて隆盛し，・その全盛期も，金川落城の頃までと言われる。明治に

なって，金川に妙覚寺（日蓮宗不受不施派祖山）が再興されるまで，近世においては禁教とさ

れ弾圧を受けている。町内には，、日蓮宗関係の文化財も多い。

このように，御津町においては，縄文時代晩期から，中世に至るまでの遺跡が認められ，そ

の地形的特質からも，交通の要衝として，また地域文化の中心地として，歴史の一役を担って

来た地域であると言えるだろう。

参考文献

（1）神原英朗他『岩井山古墳群』　岡山県御津町教育委員会1976年

（2）平井　勝『金川古墳』　岡山県御津町教育委員会1982年

（3）松本和男『原遺跡』　岡山県御津町教育委員会1983年

（4）光永真一『西奥遺跡』　岡山県教育委員会1986年

（5）御津町史編纂委員会『御津町史』御津町　㌣85年

（6）赤坂町教育委員会（町史編集委員会）『赤坂町史』　赤坂町1984年

（7）岡山県通史刊行会『岡山県通史』　永山卯三郎著　初版1930年
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第2章　調査の経緯と経過

（1）　遺跡の位置

原遺跡は御津郡御津町芋垣に所在する。旭川と宇甘川の合流点から南へ約1血，旭川西岸に

広がる町内最大の沖積平地に立地する。沖積地の四方は標高200m～300mの山々によって囲

まれ，一見して盆地状の地形をなしている。今回報告するのは，盆地の北端部にあたる山条，

富谷の両地区についてである。両調査地区ともに，妙見山及び天神山山塊の山麓部にあたり，

南向きの丘陵斜面上に所在している。

富谷調査地区は宇垣地区の東北部にあたる天神山東南部の南へ突出した尾根とその縁辺部に

所在する。尾根の東にはかって頂上に金川古墳の所在した丘陵を望む。

山条調査地区は，宇垣地区の北西部にあたり，妙見山から南へ張り出した緩斜面上に所在す

る。近隣の遺跡としては，昭和61年報告の西奥遺跡がある。

調査地区は，すべて耕作地（水田）として利用されていて，丘陵斜面上にあるため，階段状

を呈している。

（2）　調査に至る経緯

原遺跡は，昭和33年に鎌木義呂，江坂進の両氏によって始めて紹介され，瀬戸内地方の晩期

中葉の標式土器である「原下層式」土器を出土する遺跡として注目されてきた。昭和57年から

昭和58年にかけて，文化課職員松本和男氏によって実施された発掘調査において，4つの大き
t■

な微高地が想定され，その遺跡範囲も沖積地のほぼ全域，約354，000適におよぶ広大なもので

あること，また遺跡の性格も縄文時代晩期から中世までの長期間にわたる遺物を出土する大規

模な複合集落址であることが確認報告された。

今回発掘調査を実施した宇垣山条，富谷の両地区は，昭和57年に着工した，御津町県営圃場
＼

整備事業河内第五工区にあたり，昭和61年の確認によって拡大された原遺跡の遺跡範囲に含吏＼

れるため，圃場整備事業に伴って掘削を受け遺構の消失が予測される地区および用排水路部分

について，遺跡の存否の確認と記録保存のため発掘調査を行うことになった。調査は御津町教

育委員会が，昭和62年度国庫補助を受けて実施した。

（3）　調査の方法と経過

発掘調査は，昭和62年4月7日に開始し，昭和63年3月31日まで実施した。

調査地区は，圃場整備事業に伴って削平される耕作地ごとに，F－1，F－2，F－3……

と仮称し，各調査区ごとに順次調査を実施した。

調査は，F－3から始め，F－1，F－2，F－4，F－5，F－6，F－9，F－10，
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F－11，F－8，F－7，F－12，F－13，F－16，F－14の順で行った。

山条地区では，調査地区の遺構，包含層，土層の堆積状況等の確認のため，まず丘陵斜面に

沿って南北に，F－7，F－6，F－3・4を横切る形でトレンチ（T－1）を設定した。全

調査地区について言えることであるが，丘陵斜面上に耕作地を水平に造成するため，斜面の高

位側（北側）はかなり削平を受けていて，消失した遺構もあるものと思われ，遺構の密度も低

い。逆に低位側（南側）には厚く造成土が堆積している。造成土として遺物を含んだ土を使用

するため，古い時代の遺物が上層から出土する地区が多い。トレンチ（T－1）から出土した

遺物は，サヌカイトの小片，須恵器，土師器，中世の須恵質蛮等であるが，特に南端部の造成

土中から，素弁八弁蓮華文の軒丸瓦の瓦当部分とともに表面に布目，裏面に縄目文，格子状文

の叩き目をもっ平瓦を整理箱約3箱分出土した。この地区からの瓦の出土は，付近では以前か

ら知られていて，耕作土，畦畔等で採集されることもあった。

調査区全体としては，弥生時代～中世の遺物がはぼ全域でみられたが，造成土中からの出土

が多く，検出された遺構は弥生時代～中世のもので，中世のものが大半を占める。出土遺物の

内，量的には古代の瓦が最も多く，蓮華文の軒丸瓦，唐草文の軒平瓦を含む，丸瓦，平瓦等整

理箱約25箱分を出土している。

（重機の使用について）

耕作土，畦畔部分および地区によっては造成土の移動について重機を使用した。F－1，F－

2においては耕作土および造成土，F－5，F－6，F－11においては耕作土および南側畦畔

部分，F－7，F－8，F－12，F－13，F－14，F－16においては，耕作土，畦畔および旧

耕作面までの造成土について，重機によって移動を行った。
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日誌抄

昭和62年

4月7日　作業用仮設テントの設置および発掘器材の運搬作業。

8日　山条トレンチ（T－1）設定および器材保管小屋設置。

9日　トレンチ（T－1）発掘作業開始。

17日　F－3発掘作業開始。T－1断面実測。

23日　F－3発掘作業。T－1位置図作成。

5月16日　F－3発掘作業。平面実測および写真撮影。

26日　F－1重機作業開始。

6月2日　F－1発掘作業開始。F－2重機作業開始。

25日　F－1発掘作業。平面実測および写真撮影。

29日　F－2完掘写真撮影。

30日　F－2平面実測。F－1写真撮影。

7月1日　F－1平面実測補足。

4日　F－2排水および埋めもどし作業。

16日　F－4排水作業。

22日　F－4耕作土移動。

23日　F－4掘り下げ開始。

8月4日　F－4発掘作業。遺構検出。

12日　F－4発掘作業。F－9重機作業開始。（耕作土移動）

19日　F－4発掘作業。F－5，F－6重機作業。

20日　F－4発掘作業。F－7重機作業。

21日　F－4発掘作業。F－10重機作業（耕作土移動）。

24日　F－5発掘作業開始。F－10重機作業。

25日　F－4発掘作業。平面実測。

9月4日　F－4発掘作業。写真撮影。

5日　F－4発掘作業。平面実測。

7日　F－4発掘作業終了。

10日　F－5発掘作業。遺構検出。F－6発掘作業開始。

14日　F－5発掘作業。遺構掘り上げ。写真撮影。

16日　F－5平面実測。東壁断面実測。F－6発掘作業開始。

J F－6発掘作業。掘り下げ。遺構検出。遺構掘り上げ。平面実測。断面実測。ポ
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イント配置図作成。写真撮影。平面実測。

10月7日　F－6発掘作業終了。写真撮影。平面実測。

8日　F－9発掘作業開始。

14日　F－9発掘作業終了。写真撮影。平面実測。F－10トレンチ発掘作業。

15日　F－10トレンチ遺構検出。遺構掘り上げ。写真撮影。作業用仮設テントの移動。

17日　F－10発掘作業開始。

18日　F－10トレンチ平面実測。写真撮影。

20日　F－10発掘作業。遺構掘り上げ。平面実測。写真撮影。F－11発掘作業開始。

22日　F－10発掘作業終了。平面実測。写真撮影。

F－11発掘作業。掘り下げ。遺構検出。遺構掘り上げ。断面実測。平面実測。ポ

イント配置図作成。写真撮影。

11月18日　F－11発掘作業。平面実測。F－15トレンチ発掘作業開始。

19日　F－11発掘作業。写真撮影。F－15トレンチ発掘作業。

20日　F－11発掘作業。F－8重機作業開始。

24日　F－8発掘作業開始。

25日　F－8発掘作業。F－11発掘作業終了。写真撮影。平面実測。

12月7日　F－8平面実測。F－7トレンチ発掘作業。

8日　F－8平面実測。F－7トレンチ発掘作業。断面写真撮影。

11日　F－8発掘作業。F－7重機作業開始。

13日　F－8発掘作業終了。写真撮影。

14日　F－8平面実測。F－7発掘作業開始。

F－7発掘作業。掘り下げ。遺構検出。遺構掘り上げ。写真撮影。平面実測。断

面実測。ポイント配置図。

2月6日　F－7発掘作業終了。写真撮影。作業用仮設テントの移動。

7日　F－12発掘作業開始。

25日　F－12発掘作業終了。写真撮影。平面実測。F－16発掘作業開始。

F－16発掘作業。掘り下げ。遺構検出。遺構掘り上げ。断面実測。写真撮影。平

面実測。

3月5日　F－16発掘作業終了。写真撮影。平面実測。F－13発掘作業開始。

F－13発掘作業。断面実測。写真撮影。平面実測。F－11住居ピット掘り上げ。

平面実測。写真撮影。

12日　F－13発掘作業。遺構検出。F－11住居掘り上げ。写真撮影。平面実測。
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15日　F－13発掘作業。遺構検出。写真撮影。遺構掘り上げ。F－11発掘作業終了。遺

構検出。遺構掘り上げ。平面実測。写真撮影。

16日　F－13発掘作業終了。写真撮影。平面実測。F－14発掘作業開始。

21日　F－14発掘作業。F－3・4とF－11の間，F－6とF－9の問の既設道路下部

分発掘作業開始。

24日　既設道路下部分作業終了。

31日　F－14発掘作業終了。写真撮影。平面実測。発掘器材運搬。作業用テント，器材

保管小屋撤収。
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第7図　遺構配置図（S：1／3，000）
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第3章　調　査　区　の　概要

1．富谷地区
F－1

a．調査区概要

天神山から南東に張り出した尾根の南端にあたり，調査前は2段の水田として耕作されてい

た。調査区東部は現農道によって切られ，東側斜面はかなりの急傾斜である。他調査区につい

ても全般に言えることであるが，造成にょって斜面上部にあたる北側では地山を削平して行わ

惑萎・鞋串iTT一一・・十＝＝≡≡≡≡〒〒二当Om
第8図　富谷地区遺構配置図（S：1／2，000）
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れており，その部分については，すでに消失している遺構もあるものと思われる。この調査区

については，尾根上にあるため造成による掘削も大胆に行われており，地山面は，はっきりし

た段状を呈している。遺構は，造成土を取り除いた面で一括して検出した。（第9図）

b．遺構

No．1溝

F－1の北側上段にいれた4本のトレンチの内，T－2で検出された，幅約50m，深さ約15

～29mを測る溝である。遺物はなく，時期は近世あるいは近代のものと思われる。

No．2溝

調査区西端に位置し，流方向は北から南で，西寄りにやや弧を措いている。幅約30～40m，

深さ約5～9mを測る。遺物は，埋土中から備前焼きと思われる小片の他少量を出土している。

時期は近世のものと考える。

No．3溝

調査区の西北に位置する。流方向は北西から南東で，幅約40～50m，深さ約6～10mを測る。

遺物は出土していないが，埋土からみてN0．2と同時期のものと考える。

No．4溝

調査区を北東から南へくの字状に横切るもので，耕地造成によって掘削を受けている。幅約

120～190m，検出面からの深さ約85mを測る。南寄りの位置から須恵器片を出土しているが，

時代は明らかではない。

No．5溝

調査区はぼ中央に位置し，南側は掘削によって消失している。幅約50m，検出面からの深さ

約8mを測る。

No．6溝

No．3溝の南端から南東へ延び，No．7（住居？）によって切られている。幅約30～70mを

測る。

No．7（住居？）

調査区中央部に位置する。全体に削平を受けており南側はすでに消失しているが，壁体溝

（？）かと思われる半円形の浅い溝（幅約30～70m，深さ約2mを測る。）とそれに伴うと思

われるピットを検出した。（第11図）

No．8柱穴列

調査区ほぼ中央に位置し，No．4溝を切っておよそ南北に並ぶ。柱穴間約400mを測る。

No．9（土壌？）

調査区南東端に位置する。全体の平面形は不明であるが，検出された部分は，不整の半円形
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を呈している。遺物は出土していない。

また，調査区東部に約10mに渡って，人為的に掘り窪めたものと思われる半月形の落ち込み

が認められるが，遺物も伴わず，時期，意図ともに明らかでない。

二二二2二三二二・

竿こ誓≒ラ三三若干≡三≡≡享－▲

3　／＿・／ノ／　　デ
／　　　　　。＿　＿　、　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿

P

＋1．耕作土
2．暗黄茶灰色土
3．白淡黄淡灰黄茶色土
4．暗灰淡茶色土
5．白淡灰色・暗灰白淡黄色土
6．白淡灰色土
7．淡赤茶色土

（1．～5．造成土）

第10図　F－1土層断面図（S：1／80）

O

L‖丁．－」…

‾　　　L：53．10m

第11図　F－1No．7住居（？）（S：1／80）

F－2

a．調査区概要

F－1の南西に位置し，天神山山麓部の南縁部にあたる。東西に細長い調査区である。現行

の水田は2面の旧水田を1面に造成したものであり，南に低い階段状を呈していた。F－1同

様，調査区北側は，地山まで削平を受けている。遺構は調査区の南部に集中し，中央部からや
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や東寄りを中心に検出された。

b．遺構

No．10溝状遺構

調査区の中央やや東寄りに位置し，ほぼ東西に走る。幅約15～25m，深さ約4～8mを測る。

中央が高く東西に向かって傾斜している。高低差は東で約－3m，西で約－7mを測る。埋土

中から須恵器，土師器の小片を出土している。

No．11柱穴列

調査区東部に位置し，柱穴間約220mを測る。南側に延びる可能性もあるものと思われる。

P－1から早島式土器と思われる口縁，高台の小片等を出土している。

また，P－2からも早島式土器の小片，土師器の高杯（第14図・13）等を出土している。

（第12図）

D

－　L：37．00m

0　　　　　　　　　　　　　2m
L⊥」＿」＿」＿」＿＿＿＿＿＿　　　」

第12図　F－2No．11柱穴列（S：1月00）

No．12柱穴列

No．10溝状遺構の南に位置し，ほぼ東西に並び，柱穴間は約200～250mで，230mを測る

ものが多く，ひとっの基準を示すものと思われる。No．11同様，南へ建物として拡張される可

能性も考えられる。P－4から土師器の小皿片，P－5からは硬質の緑粕陶器の椀口縁（12）

を，P－7から土師器の皿口縁，P－14からは須恵器高杯（14）等を出土している。

No．12は遺物としてはNo．11よりも古い時期のものを出土しているが，ともに中世の枠でと

－22－
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らえられるものと患う。その時期

の上限は12C後半頃と考えたい。

（第13図）

No．13土壌

No．12柱穴列の南側に位置し，

重なって検出された複数の土壌で

ある。規模は調査区外に渡ってお

り，全体の平面形等は不明である。

検出された部分については，東西

約400m，深さ約40mを測り，埋

積土中から，メノウ製の勾玉

（1），須恵器杯（8～10），長

頸壷の頸部（5），底部（6），

土師器蛮口縁（4），等々の遺物

を出土している。遺構の時期は，

遺物から見て，7C後半～8Cを

上限と考える。（第9図）

（第14図）において，（2），

（3），（7），はともに土師器であ

る。（7）は底面に丹（？）による

線描きで幾何学的模様が措かれて

いる。（図版24）

No．14（住居？）

No．13土壌の西に位置する。

No．13同様南側に延びる遺構であ

り，検出された部分から隅丸方形

の住居となる可能性が考えられる。

その場合，遺構内に検出した溝は，

壁体溝になるものと思われる。

遺物は，遺構東部から須恵器の杯（高台なし）（17），杯蓋，杯口縁（18），杯高台，高杯

脚部（19，20）土師器の嚢口縁（15）等を出土している。また，P－18からは須恵器片を出土

し，柱根の残存が認められた。遺構の時期は，No．13土壌と同時期のものと考える。（図版24）
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第14図　F－2出土遺物実測図（1／4）
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No．15（？）

調査区西部に位置する検出部半月形を呈する落ち込みである。東西約10m，南北約6mを測

り，なお南へ続くものと思われる。落ち込み部分を半掘し，人為的遺構であると思われるが，

全体の規模およびその意図ともに不明である。埋積土中からの出土遺物なし。（第15図）

第15図　F－2No．15遺構（S：1／80）
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第16図　F－2造成土出土遣物
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No．16溝

No．15の東に位置し，ほぼ南北に走る。幅約20～100cm，深さ約30～40cmを測る。遺物は出

土していない。No．15の上層に位置する。

No．17溝

調査区はぼ中央北側に位置する。東西方向に走り，幅約20～40cm，深さ約4～7cmを測る。

流方向は東から西，遺物は伴っていない。

C．ト遺物

（第14図）（11）はP－17出土の表面に布目，裏面に斜格子の叩き目を有する瓦である。

（12）は硬質の緑粕陶器椀の口縁である。色調は暗緑色，断面は暗灰色を呈する。造成土から

の出土も含めて全体的に見ると，古墳時代から中世に至る幅広い遺物を出土している。調査位

置がかなり急な丘陵斜面の端縁部に位置することもあり，遺構は調査区より南を中心に延び広

がるものと思われる。（図版24）

2．山条地区
調査地区は，妙見山山塊から南へ張り出した麓部の穏やかな丘陵上に所在している。北側に

は小さな舌状の尾根を，北東部には天神山を控えている。この尾根と天神山との間の谷間に堰

を設け，用水として供している。谷池と称する。堤が改修され，現在の形となったのは近代の

ことであり，もとの築造の年代は明らかでない。おそらくこの地区の本格的な水田の経営，耕

地造成の時期と重なるものと思う。

耕地造成は，斜面上部にあたる北側を削平し，斜面下部にあたる南側へと累積させて行われ

ている。このため，各調査区の北側については地山まで掘削を受け，上部を削り取られた遺構

も多く，消失した遺構も予想される。造成土は攫乱されており，上層に下層より古い遺物を出

土する地区が多い。

F－3，4，11（調査区F－3，F－4，F－11および既設農道の下部分は，互いに接する地

区であるため，ここではまとめて取り上げる。）

a．調査区概要

町道の北側にあたり，山条調査区，丘陵のほぼ中央に位置する。東西に長い調査区で，東側

端部は約5mの段差をもって谷川に接している。全体に堆積は南に厚く，水平に平坦面を造成

している。遺構は，その造成された平坦面および地山から検出された。

弥生時代と思われる遺構として，F－11において住居，土壌およびピット群を検出した。中

世と思われる遺構として，溝，掘立柱建物，ピット群，および住居（？）等である。この他，

－27－
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第17図　山条地区遺構配置図（S：1／2，000）
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第18図　T－1トレンチ土層断面図（S：1／120）
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No．26

0　　　　　　　　　　　　　　20m
ll．．．．！　　　　　　！

第20図　F－3、4、11遺構配置図（S：1／600）
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近世のものと思われる溝を検出している。（第19図）（第20図）

b．遺構

（弥生時代と思われる遺構）

No．18住居

調査区中央東寄り北側に位置する。遺構は段状を呈する水田の畦畔部にまたがって位置した

ため掘削を受けていて，南側については，壁，壁体溝ともに消失している。全体の規模，平面

形ともに明らかではないが，北側に残存する壁，壁体溝は隅丸の方形ともとれる不整の半円形

．　　至■1寸、確“・、、、圃闘ミ譜、蔓草壬

第21図　F一日、No．18住居（S：1／100）
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を呈している。住居に伴うと思われる柱は6本と考えられ，中央穴2つを検出した。柱穴間は，

200～280cmを測る。6本の柱は北側のピットをほぼ中心としている。また，ピット上層には

炭と焼土が認められた。P－1および壁体溝から弥生時代と思われる土器の小片を，P－2か

らはサヌカイトの細片も合わせて出土している。（第21図）（第22図）

No．19ピット

a　　　　　　　　旦L‥48150m　　　　　調査区東端部に位置する。

1．灰茶褐色粘質土
2．黒褐色粘質土
3．黒褐色粘質土
4．暗灰色粘質土
5．青灰黒色粘質土

■メ′′・J

O　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

「一一‥－1．111　　　　　　1

第22図　No．18住居中央ピット断面図（S：1／40）

1m

li．．＿＿」＿＿」　．　　　」

第23図　F一日、No．19ピット（S：1／20）

－33－

およそ70×110cmを測る不

整形のものであり，底部か

らは浮いた状態で，壷形土

器，整形土器等の遺物を出

土している。（第24図）

（34）は，大型の短頚の壷

形土器であると思われる。

色調は淡橙淡茶白色で，2

次焼成を受けた箇所は黒色

を呈している。焼成は良好

で，胎土は砂粒を多く含む。

口縁端部外面に箆で綾杉紋

を施した後，3本の凹線を

めぐらし，頸部には舌状の

装飾を施す。内面は刷毛目

によって調整され，外面上

部は大胆なナデ，下部は箆

磨きによって仕上げられて

いる。出土遺物は弥生時代

中期の枠に納まるものと思

う。（第23，24，25図）

（図版25，26，27）



．．：

20cm
L＿．．．．！　　　　　　」

第24図　F一日、No．19ピット出土遣物（1／4）
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0　　　　　　　　　　　　20cm
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第25図　F一日、No．19ピット出土遺物（1／4）

No．20土壌

No．18住居の埋積土に掘り込まれたものであり，南側は掘削され消失している。後出のNo．

25溝によって切られている。残存部分は，約120×350cm，深さ約20cmを測り，埋積土中から

弥生時代後期のものと思われる聾（第27図，39）等を出土している。

第26図　F一日、No．20土壌（S：1／80）

一35－

0　　　　　　　　　　　　　　10q¶
！．．．＿i！　　　　　　＿j

第27図　No．20土壌出土遣物



No．21溝

調査区東部中央，地山面で検出された複数の溝である。西へふくらむ形で弧を措き南北に走

る。西端の溝は，幅約20～60cm，深さ約8～10cmを測り，礫を含む灰色土が埋積していた。東

側の溝は，北側で2本であった溝が合流したものであるが，断面図に見る通り，底部にいくす

じかの流路が認められる。最大幅約3m50cmを測る。東端に十字に交わるみぞは，南北方向に

走るものが新しく，東西のものを切っている。南北方向のもの，幅約30cm，深さ約3～10cm，

東西方向のもの，幅約60～80cm，深さ約6cmを測る。遺物は伴わず，時代は明らかでない。

（第28図）

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

⊆Ⅰ，．1！．　　　－」

第28図　F一日、No．21溝（S：1／60）
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（中世のものと思われる遺構）

No．22溝

調査区西側南に位置し，ほぼ東西に延び，西流する溝である。東側は削平され，消失してい

る。幅約60～150cm，深さ約3～35cmを測る。埋積土中からの出土遺物は，中世の椀の高台，

奈良時代のものと思われる丸瓦，平瓦の他，須恵器，土師器の小片を出土している。（第29図）
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No．23溝

調査区西端に位置し，

南北に走る。幅約40～

100cm，深さ約4～20cm

を測る。埋積土からは，

丸瓦，サヌカイト小片，

土師器小片等を出土して

いる。（第30図）

No．24溝

調査区はぼ中央南に位

置する。北西部から東南

へ弧を措くように延び，

南端は掘削され消失して

いる。幅約40～80cm，深

さ約20～30cmを測り，埋

積土中から中世の小皿口

縁，土師器の椀高台，緑

和の土師器小片等の遺物

を出土している。

また，この溝南端の埋

積土に掘り込まれたピッ

トの埋積土上層から，折

りたたまれた板状の青銅

器を出土している。部分

的に金箔（？）の残存が

認められる。ピットは，



径約30cm，検出面からの深さ

約20cmを測る。（第31，32図）

No．25溝

調査区中央北に位置し，東

から南西へくの字状にNo．20

土壌を切っている。南側部分

は消失している。幅約30～60

cm，深さ約4～8cmを測り，

出土遺物は土師器小片等であ

る。（第20図）

No．26建物

調査区西部の北側に位置す 第30図　F－3、No．23溝（S：1／120）

る。棟方向N740Wで，梁行2間，桁行3間，西面に張り出し（庇？）を持っものと思われる。

梁行340～370cm，桁行は東から柱穴間を測ると，南側230cm，210cm，220cm，130。m（張

り出し部），北側220cm，220cm，130cm（張り出し部）と，7尺の基準を持っように思われ

る。柱穴は，径約30～50cmを測る。P－11から第39図（45）を，P－35から土師器の小皿，（第

39図・44）を，P－28から東播系と思われる担鉢の口縁部（47）を出土している。（第33図）

No．27建物

No・26建物の東に位置する。棟方向は，No．26にほぼ直交する。方位N180E，梁行2間，

桁行3問の規模で，梁行は，310～330cm，桁行は北から柱穴間を測ると，西側，280。仇，

220cm，280cm，中央230cm，230cm，270cmとなっている。柱穴は，径30～50cmを測る。P－

17から（46）を出土している。（第34図）

No．28建物

棟方向，梁行，桁行ともにNo．27建物とほぼ同様である。（同一建物の建て替えか？）（第

34図）

第35図　F－3出土遺物

N′0．26，27，28の建物の時期は，柱穴内から土師器の小皿

（41，42，43），東播系担鉢（47）等を出土していることか

ら鎌倉時代初めを上限と考える。また，周辺から元祐通宝

（北宋，元祐8年（1093）初鋳）を出土している。（第35図）
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第31図　F一日、青銅器出土状況（S：1／50）

No．29建物（？）

調査区東部南に位置し，

南側を削平により失ってい

る。検出された柱穴は4本，

柱穴間は，180～220cmを

測る。土師器の小片を伴出

している。（第36図）

No．30住居（？）

調査区南部，No．29の西

に位置する。全体に削平を

受けていて，特に南側は下

段の水田造成のために削り

取られ消失している。検出

された残存部分は，隅丸の

方形を呈し，東西約10m40

cm，検出面からの深さ約25

cmを測る。壁体溝は検出さ

れていない。No．24溝によっ

て切られている。埋積土中

からは，土師器の椀高台

（54）をはじめ，小皿口縁，

須恵器（嚢はか），土師器，

瓦（格子状文，縄目文の叩

き目を有する）等々を出土した。（第37，38図）

No．31住居（？）

No．30の西に位置し，南側は消失している。残存部分の平面形は半円形を呈し，推定径は約

7m強である。東南部分をNo．30によって切られている。No．30同様，壁体溝は検出されてい

ない。埋積土中からは，瓦，土師器（55）等を出土している。（第37，38図）

No．32住居（？）

No．31の西に位置し，No．31によって切られている。削平と掘削を受けている。残存部分の

平面形は半円形を呈している。壁際のピット内より土師器片（嚢？）を出土している。
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第36図　F一日、No．29建物（？）（S：1／80）

ランを切って掘り込まれていた。

遺構の時期については，遺物から考えるならNo．32，31は奈良時代，

No．30，31，32は残

存部の平面形等から住

居と思われるが，いず

れも壁体溝は伴ってお

らず，No．30について

は共伴する柱穴も定か

でない。No．31につい

ては床面と思われる面

に多数の窪みを検出し

た。張り床であった可

能性もあると考える。

No．32の壁際の2つの

ピットは，半円形のブ

No．30は平安末～鎌倉

時代を上限にとることが出来るが，検出の状態からそれぞれの遺構の時期にあまり大きな隔た

りはないものと患われる。

40

0

」コ＝ココヨ＝＝＝＝二二＝＝＝＝∃Ocn－

第32図　F一日出土青銅器（S：1／4）

ー42－



∈
寸

N
の

d

二二J／つ　‥

「
E

C⊃

l∫）

「、

寸

J

∴

－43－

E

C⊃

uつ

「、

寸

」

＝1

E

C⊃

⊂⊃

「、

寸

＿＿」

応

¶

履

（

rヽ・．

）

叫
世
N
M

′

t

M

′

罵

d
Z

′

t

l

l

l⊥

図
「ヽ

M

貼



襟仰12）『顎芸）
ミ≡ヨ三三ク

⊆＝E三ク 42。p＿1。）∈王君
（P－11）

tr」三二二ク43（P－10）

〒≡丁

〒≡〒＝

『46

（P－17）

〒
（FL28）

ノ

・寵′

叫もノ叫、

写．．
▼・

ゝ∃≡㌔

20cm

し＿＿＿1．‾．．！　　　　　　！

（No．31）

田．
55

0　　　　　　　　　　　　　　　20cm」

『≡］・‥二該ア

冥美深
＼　」　⊆⊇タグ　　53

20cm

ヒコ．．．．．！　　　　　　＿＿」

第39図　F13、4出土遺物（1／4）

第38図　F一日、

No．30、31遺構出土遺物（1／4）
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（近世のものと思われる遺構）（第20図・（1））

No．33溝

調査区西端に位置し，北東から南西に走る。幅約60～90仇を測るごく浅いものである。黄茶
■

褐灰青色の造成土（第18図・50）に切り込んでつくられている。遺物は出土していない。

No．34，35溝

調査区西部北側に位置し，ほぼ南北に延びる。No．35をNo．34が切っている。No．34，幅約

50⊥70cm，深さ約8～14cmを測る。No．35は，幅約50～120cmを測るごく浅いものである。両
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者とも，黄茶褐灰青色の造成土（第18図・50）を切り込んでつくられている。

No．36，37，38溝

調査区東部北側に位置し，いずれも東西に延び，灰黄褐色の造成土に切り込んで掘られてい

る。No．37からは，須恵器杯口縁，土師器等の遺物が見られた。測定値はNo．36，幅約30～50

cm，深さ約5cm，No．37，幅約40～50cm，深さ約2～6cm，No．38，幅約25～50cm，深さ約3

cmを測る。

No．39溝

調査区中央東南部に位置し，ほぼ南北に延びる。幅約20～30cm，深さ約2～3cmを測る浅い

ものである。

No．40溝

No．39溝の北に位置し，東西に延びる。幅約30～100cm，深さ約2～5cmを測り，埋土から

土師器小片を出土している。流方向は東から西である。

C．遺物

（第39図）（51），（52），（53）は造成土からの出土遺物である。（53）は備前焼きの灯明

皿である。また造成土中から，軒丸瓦4点，軒平瓦6点（第124，127，128，131図）を含む瓦

を整理箱約8箱分出土した。石器としては，石族9点（P125第133図参照）と磨製蛤刃石斧

（第132図・172）を出土している。（図版18，19，20，22，23）

F－5′　6，9

a．調査区概要

F－3，4，11の北側にあたり，用水路I－6の西側（F－5）と新設道路R－8による削

平部分，および既設農道の下とその東部（F－9）を含む地区である。

調査区中央部では，1．耕作土，2．黄茶褐暗灰色粘質土，3．暗灰青黄茶褐色粘質土（M

n），4．黄茶黒褐暗灰青色粘質土（Mn），5．暗灰青茶黒褐色粘質土（Mn）などの造成土の

堆積が見られ，2．～4．は近世の遺物を含んでいる。5．は調査区中ほどから南側に次第に

厚く堆積している。調査区北側は地山まで掘削されており，北寄りに検出された遺構はすべて

削平を受けているものと考えられる。（第18図）（第40図）

b．遺構

（奈良・平安時代のものと患われる遺構）

No．41溝

調査区西部南寄りに位置し，No．46土壌によって切られている。東西に走り東端でほぼ直角

ー46－
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－　L：4950m

第42図　F－6、No．42建物（S：1／80）

に南に折れる。幅約10～20cm，深さ約2～3cmを測る。削平を受けているため残存部分のみの

検出に終わったものと考える。

No．42建物

調査区西部に位置する。棟方向N840W，梁行1間，桁行2間のもので，梁行260～280cm，

桁行200～270Cガ1を測る。P－17から，須恵器杯口縁，土師器小片，P－18から（第47図・

68），土師器杯高台，須恵器小片等を出土している。（第42図）

No．43建物

No．42建物の北東に位置し，棟方向はNo．42とほぼ同方向，梁行1間，桁行2間の規模で，

梁行340～350cm，桁行は北側東から290cm，320cm，南側310cmで，柱穴径約50～70cmを測

る。埋積土中から，須恵器，土師器の小片を出土している。削平を受けている。（第43図）

No．42，No．43建物ともほぼ同時代のものと思われ，奈良時代を上限として平安時代頃までに

その時期を求められるものと思う。

－48－
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21¶

第43図　F－6、No．43建物（S：1／80）

l．．．．！＿　！

第44図　F－6、No．44柱穴（S：1／80）

No．44柱穴

調査区西部北側，No．42の北に位置す

る。対になると思われる2つの柱穴で，

北東部へ延びる可能性が考えられた。削

平を受けており，径30～40cm，検出面か

らの深さ約18～26cmを測る。径約25cmを

測る柱痕が認められた。掘り方内より土

師器の小片を出土している。（第44図）

No．45土壌

調査区西端部に位置する不整形の土壌

である。削平を受けている。幅約40～70

cm，長さ約170cm，検出面からの深さ約

5～8cmを測る。埋積土中からは，須恵器杯口縁，高杯脚部，土師器等々を出土している。

（第45図）
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第45図　F－6、No．45土壌（S：1／40）

1．暗茶灰色粘質土（Mn）
2．黒褐色粘質土
3．暗灰青色粘質土

No．46土壌

No．42建物の東南にあたり，平面

形は隅丸の方形を呈する。縦横約18

5×185cm，深さ約30～50cmを測り，

底部の平面形も隅丸の方形を呈し約

110×110cmを測る。埋積土は3層

に分かれる。出土した遺物の器種は，

須恵器の杯（第47図・57，59），長

頸壷（60），鉢（61），土師器の杯

（62），嚢（63～67）等々である。

遺構の時期は奈良時代に求められる

ものと思う。（第46図）（図版27）

No．47溝

調査区西端に位置し，東西に走る。

－　L：49．25m

第46図　F－6、No．46土壌（1／40）
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F－6、No．46土壌出土遺物

第47図　F－6、遺構出土遺物（1／4）

削平を受けている。幅約20～50cm，深さ約5cmを測る。平瓦（縄目文叩き），土師器小片等を

出土している。（第40図）
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（中世のものと思われる遺構）

No．48溝

F－5の中央南寄りに位置し，東

西に延び西流する。幅約90cm，深さ

約8cmを測る。埋土中から須恵器小

片を出土している。

No．49土壌

調査区中央東寄りに位置し，平面

形は不整の楕円形を呈し，長径約13

0cm，短径約100cm，深さ約12～17

cmを測る。埋土中から平瓦を出土し

ている。（第48図）

No．50溝

調査区東部（F－9）に位置し，

L：49．50m

囁雨表照」（－＿＿＿＿
1．暗茶灰色土（礫）
2．暗灰黒褐色土（Mn）

第48図　F－6、No，49土壌（S：1／40）

1m

l．，．，」－－－－－i

北東から南東に延び商流する。南側を下段の水田によって掘削されている。幅約100～120cm，

深さ約3～9cl花を測る。出土遺物なし。

No．51溝

No．50の東に位置し，南側は消失している。最大幅190cm，深さ約4～9cmを測る。遺物は

出土していない。

No．53溝

調査区中央から西寄りにかけて検出された何条もの溝で，幅約25～150cm，深さ約2～5cm

を測るごく浅いものである。須恵器，土師器，青磁，等の小片，平瓦（縄目文を有する）等を

出土している。中世の耕作に関する遺構（鋤溝？）と考える。

C．遺物

（第49図）は造成土中からの出土遺物である。（70）は圏足の円硯である（図版28）。白灰

色を呈し，上面には使用によるものと思われる摩滅痕を認めた。小片であるため復元的実測図

となったが，足部の角度は今少し開きぎみであるかも知れない。（73），（74）は須恵器の杯

と蓋である。（77）は土師器，（79）は瓦質，（80）土師質のものである。（76）は備前焼き

の措鉢である。また石器として，石族3点（第133図・178，181，183），磨製石斧1点（173）

を出土した。はかに，鉄釘，永楽通宝などを出土している。（図版22，23）
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第49図　F－5、6造成土出土遺物（1／4）
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第50図　F－6、遺構出土遺物（1／4）
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F－7

a．調査区概要

山条調査区の最も北に位置する。北側は1枚

の畑を挟んで，谷池の堰堤となっている。旧地

形は東南へ向けてかなり傾斜しており，造成土

の堆積も東南部で最もぶ厚く堆積状況も複雑で

ある。北西部では，南に張り出した尾根の裾部

を段状に削り取って平坦面を造成している。

調査区西部の堆積状況は，（第18図）に見る

通り，現行の水田層の下に旧水田層があり，そ

の下にいく層かの平坦面が存在する。層序は，

1．現耕作土，2．床土（黄赤茶灰白色土），
4

3．旧耕作土（暗灰色粘質土），4．旧床土

（黄茶灰黒褐色粘質土），5．茶灰黒褐色粘質

土，6．暗灰黒褐色粘質土，7．灰茶黒褐色粘

質土，8．暗灰黒褐色粘質土，9．地山であり，

6．7．8．からは中世の遺物を出土している。

調査区中央東よりでの層序は，旧水田層下に，

1．黒茶灰色粘質土，2．灰褐色粘質土，3．

灰黒褐色粘質土，4．黒黄褐色粘質土，5．明

茶黄褐色粘質土，6．地山であり，1～4．層

が中世の遺物を含んでいる。（第51図）調査区

東南部は造成土の堆積が最も厚く，層数も多い。

層序は断面図（第53図）に見る通り，現耕作土

の下が1．床土（赤茶褐色土（礫を含む）），
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2．旧耕作土（灰青色粘質土），3．旧床土

（赤黄茶色粘質土），4．灰褐色粘質土，5．灰黒褐色粘質土，6．黒褐灰色粘質土，7．黒

褐灰色粘質土（6より黒が濃い），8．黒黄褐色粘質土，9．灰茶色砂質土（礫を含む），10．

地山である。4～8．に，弥生時代～中世の遺物を含んでいる。8．層からは特に集中して，

石族，サヌカイト片等を含む弥生時代の遺物を出土している。

なお，l調査区北西隅のピット群の内，特に北よりのものはごく浅い位置で検出されており，

近世～近代のものも混同して検出されている可能性もあると思われる。
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b．遺構

この地区では（第

52図（2））のピットP

3－19より，（第69

図・91）（図版26）

を出土している。

（第54図）弥生時代

中期のものと思われ

る。（第52図（1））に

示した遺構は鎌倉～

室町時代の範囲でと

らえられるものと考

える。

No．54溝

調査区中央東寄り

L：52．00m

1．赤茶褐色土（礫）
2．旧耕作土（灰青色粘質土）
3．旧床土（赤黄茶色土）
4．灰褐色粘質土
5．灰黒褐色粘質土
6．黒褐色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
l　＿．．」．！　　　　　＿　！

7．黒褐灰色粘質土
8．黒黄褐色粘質土
9．灰茶色砂質土（礫）
10．茶灰色粘質土
11．灰茶色粘質土

L：52．00m

第53図　F－7、東南部柱状土層断面図（S：1／60）

に位置し，北東から

南西に走る。幅約30～60cm，深さ約4～15cmを測る。断面形は鈍いU字形を呈する。

No．55溝

調査区中央南に位置し，東西に延び，西側でくの字状に南に方向を変える。幅約20～130cm，

深さ約8～20cmを測る。底面より土師器の小皿，埋積土中から土師器，須恵器小片を出土して

いる。

No．56溝

調査区はば中央に位置し，南北に延び商流する。幅約60～130cm，深さ約3～15cmを測り，

断面形U字形を呈する。

No．57，58溝

No．56の西側に位置する。No．56よりも上層で検出されたものである。南北に延び商流する。

No．57は幅約10～30cm，深さ約3～5cm，No．58は幅約20～40cm，深さ約5～10cmを測る。

No．59溝

No．57，58の北に位置し，はぼ直交する2本の溝で，幅約20～40cm，深さ約3～4cmのごく

浅いものである。

No．60溝

料。．58溝の東側に位置し，No．57，58よりも上層で検出された。南北に延び，商流する。幅
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1．黒灰茶黄色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50cll
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第54図　F－7、P3－19

遺物（91）出土状況

約25～60cm，深さ約6～14cmを測り，断面形U字

形を呈する。土師器の椀・小皿，コネ鉢，鉄釘

（第73図・112）等々を出土している。

No．61溝

調査区中央北に位置し，東から西流しほぼ直角

に南に曲がり，No．60溝に中ほどで接続する。幅

約20～60cm，深さ約4～15cmを測る。須恵質の小

片を出土している。

No．62溝

調査区東寄りに位置し，南北に延びる。幅約15

～40cm，深さ約4～10cmを測る。土師器の小皿

（第73図・111）等を出土している。

No．63，64溝状遺構

調査区西端部に位置し，北東から南西へ延びる。

地山の面で検出された。幅約30～110cm，深さ約

5～45cmを測る。No．64の埋土から揺鉢口縁を出

土している。埋積状況および旧尾根の裾部に沿っ

て検出されたこと等から道である可能性が高いも

のと思われる。（第55図）

No．65土壌

調査区東部南に位置し，南側を掘削により失っている。残存部分の平面形は，不整の半円形

を呈し，東西約170cm，南北約100cm，検出面からの深さ約20cmを測る。墳壁の傾斜は急で，
t

丸みをもって底面に続く。埋積土中から（第69図・83）のはか，土師器の小皿，早島式土器と

思われる小片を出土している。

No．66土壌

No．65の北西に位置し，平面形は南北に長い不整の長楕円形を呈している。190×100cm，

深さ約14cmを測る。墳壁は緩やかに丸みをもって皿状の底部に至る。埋積土は2層に分かれ，

土師器の嚢口縁を出土している。（第56図）

No．67土壌

No．66の東側に位置し，平面形は150×120cl花の不整の楕円形を呈している。深さ約15～40

cmを測り，墳壁は急峻で，底面ははぼ平坦で北側に低まっている。遺物は出土していない。
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No．68土壌

調査区東南部，No．67の北東に位置する。平面形は90×110cmの不整の円形を呈し，深さ約

9～18cmを測る。西側を径約40cmを測るピットにより切られている。墳壁は緩やかで丸みをもっ

て底面に続く。埋積土中から土師器の皿，早島式土器と思われる小片を出土している。

No．69土壌

No．68の北西に位置し，平面形は90×120cmを測る楕円形を呈し，深さ約35～42cmを測る。

墳壁は急で底面は丸みを持っている。底部南側は浅い段になって掘り込まれている。埋積土中
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1．黒黄褐色粘質土
2．茶灰黒黄色粘質土

第56図　F－7、No．66土壌

L：52』

壬吉
1．黒茶灰色粘質土
2．黒黄茶褐色粘質土
3．黒黄褐色粘質土
4．黒黄灰色粘質土

「
鞄

第57図　F－7、No．69土壌

から土師器の小片を出土している。（第57図）

No．70土壌

調査区中央東寄り，No．54，55溝の北に位置し，平面形は110×155cmを測る不整の楕円形

を呈し，深さ約20～30cmを測る。墳壁は緩やかで，底面は丸みを持って窪んでいる。（第58図）

No．71土壌

調査区東南端部に位置し，平面形は南西に細まる不整形のものである。縦横およそ240×

120cm，検出面からの深さ約5～25cmを測る。東南に向けて傾斜する斜面上に検出された浅い

窪み状の土壌である。埋積土中から土師器小片を出土している。

No．72土壌

No．71の北西に位置し，平面形60×100cmを測る楕円形を呈する。深さ約16cmを測る。墳壁

から底面にかけて丸みを持っ椀状のもので，境内には礫が埋積していた。

No．73土壌

調査区東部No．72土壌の北側に位置する。平面形は110×70cmを測る楕円形を呈する。深さ

約15cmを測る。墳壁は急峻で底面はほぼ平坦である。

No．74土壌

No・73の北に位置し，平面形は105×65cmを測る楕円形を呈する。深さ約15cmを測り，墳壁

－60－
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1．黒黄褐色粘質土
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3．黒黄灰色粘質土

第58図　F－7、No．70土壌
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1．暗灰黒褐黄色粘質土

第59図　F－7、No．77土壌

は緩やかで椀状を呈している。

No．75土壌

調査区東部北寄りに位置し，平面形は不整の方形を呈し，縦横約120×170cm，検出面から

の深さ約10～26cmを測る。墳壁は緩やかに丸みをもって底面に至る。底面は浅い段をなし丸み

を持って窪んでいる。埋積土中から土師質の椀口縁（第69図）（81），瓦質の鍋（82）等を出土

している。（83），（84）は土師質のものである。

No．76土壌

No．75土壌の西に位置し，検出された平面形は東西に長い不整の隅丸長方形を呈している。

縦横約230×430cm，検出面からの深さ約2～6cmを測るごく浅いもので，底面はほぼ平坦で

ある。

No．77土壌

調査区はぼ中央に位置し，平面形約160×250cmの不整の方形を呈し，検出面からの深さ約

6～10cmを測る。埋積土中から須恵器小片を出土している。（第59図）

No．78土壌

No．77土壌の北東に位置し，削平を受けているものと思われる。検出された平面形は，東部

に細まった卵形を呈し，約130×200cm，検出面からの深さ約10cmを測る。遺物は出土してい
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1．灰黄色粘質土（Mn）
2．灰色粘質土（礫）
3．灰赤茶色粘質土

第60図　F－7、No．79土壌

ない。

No．79土壌

調査区西部北端に位置し，平面形はほぼ円形

を呈する。径約90cm，検出面からの深さ約25cm

を測る。墳壁はやや急で椀状を呈する土壌であ

る。埋積土層は3層に分かれ，瓦質，土師質の

小片を出土している。（第60図）

No．80土壌

調査区中央南端に位置し，平面形は南北に長

い卵形状を呈する。長径約150cm，短径約80cm，

深さ約8cmを測る浅い窪み状の土壌である。遺

物は出土していない。

No．81建物

調査区西部北寄りに位置し，棟方向をN600

Eにとる1×2問の掘立柱建物と思われる。梁

行は，東から約230cm，240cm，270cm，桁行

は，北側東から約240cm，260cm，南側約260cm，300cmを測る。柱穴の径は約30～60cmを測

る。柱穴埋土内から土師器小皿（P4－5），瓦質の小片（P－12），揺鉢の小片（P4－

6），ほか土師器，須恵器等の遺物を出土している。（第61図）

No．82建物

No．81建物の北西に重なる形で位置する1×1間の建物と思われる。各柱穴問は時計回りで，

195cm，175cm，160cm，190cmを測る。（P4－7）から土師器の小皿を出土している。（第61図）

No．83建物

No・82建物の西に位置する1×1問の建物と思われ，各柱穴間は東から時計回りで，230cm，

245cm，220cm，235cmを測る。（P4－8）から須恵器，土師器の小片を出土している。（第62図）

No．84建物

No．83建物の西側に重なって位置する2×2間，300cmX380cmの規模の総柱建物と思われ

る。各柱穴問は東西方向よりも南北方向に長く，東西方向で140～160cl花，南北方向で180～

200cl花を測る。建物の長軸方向はN180Wである。柱穴内の埋積土から瓦質の土鍋口縁（P4－

3），釜口縁（P－21）のはか，須恵器，土師器の小片等々を出土している。（第62図）

No．85建物

調査区西端，No．84建物の西に位置する。棟方向をN430Eにとり，梁行230～250cm，桁
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第61図　F－7、No．81、82建物（S：1／80）
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第62図　F－7、No．83、84建物（S：1／80）
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第64図　F－7、No，86建物
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行は，北側で東から270cm，230cm，南側で

240cm，230cmを測る。遺物は出土していな

い。（第63図）

No．86建物

調査区東部北寄りに位置する。1×2間の

もので，棟方向N800　E，梁行は東から180

cm，220cm，230cm，桁行は北側東から240

cm，250cm，南側240cm，250cmを測る。柱

穴の径25～40cmを測る。遺物は伴っていない。

（第64図）

No．87柱穴列

調査区西部中央に位置し，軸方向N780　E

で，柱穴埋積土中から土師器の小皿（P－

27），椀高台（P－8）を出土している。（第65図）

No．88右列

調査区西部，No．87柱穴列の南に位置する。

東西に延びる段に伴って約8mに渡って検出

されたものである。南側を中心に周辺から土

師器の小皿，須恵質の嚢等（第70図・96～

102）を出土している。（第66図）

No．89土壌

調査区中央に位置し，地山面で検出したも

のである。およそ140×250cmを測る不整の

長方形を呈するもので，深さ約60cmを測る。

墳壁は急峻で屈曲して底面に至る。埋積土は

3層に分けられ，どの層にも礫を含んでいた。

遺物は出土していない。時期は明らかでない。

（第67図）

No．90（？）

調査区東部に地山面で検出された半円形を呈する遺構である。当初は住居の可能性も考えら

れたが，掘り上げた状況からは住居とは判定し得なかった。遺構の上部，南側ともに削平を受

けているものと思われる。遺物は出土していない。
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第67図　F－7、No．89土壌（S：1／60）
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囁壷忘表拶

第68図　F－7、No．91土壌（？）

201）を含み，弥生時代から中世までのものを出土している。

No．91（？）

調査区中央部に位置し，地

山面で検出された不整形の遺

構である。最大幅約140cl花，

長さ約350cm，深さ約35cmを

測る。遺物は出土していない。

時期は明らかでない。（第68

図）

C．遺物

造成土中からの出土遺物は，

磨製石斧（第132図・174），

石族（第133図・180，193，

（第69図）（86）～（88）は，

「早島式土器」であり，破片も含めて，F－7では数多く出土した。（第72図）（105），（10

6）は土鍋の足であると思われる。（107）～（109）は土錐で，この調査区で多く出土した。

（110）は竃の一部と思われる。（113）は調査区西部の造成土から出土した青磁の椀である

が，外面に蓮弁文が見られ龍泉窯のもの（？）と思われる。（115）は調査区東南の造成土から

出土したもので弥生時代中期のものと思われる。（114）は赤褐色を呈する土鍋である。（図

版22，23）

0　　　　　　　　　　　　　　20cm
l＿1．．1！　　　　　　」

第71図　F－7、造成土出土遺物（1／4）
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第69図　F－7、遺構・造成土出土遺物（1／4）
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第70図　F－7、出土遺物（1／4）
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第73図　F－7、遺構・造成土出土遺物（1／4）
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第72図　F－7、造成土出土遺物（1／4）

F－8

a．調査区概要

山条調査区の北東部，F－7調査区の東南に当たり，谷池の真南に位置する。調査区東側の

地形の落ち込みは急で，東端部は谷池から流出する谷川に接している。南側下段の水田との落

差は，現行でおよそ2mを測り，東部，南部とも石垣を築いて水田が営まれていた。旧地形は

北西に高く東南へ下る急な斜面をなしていて，調査区北西を中心に地山を掘削して平坦な面が

造成されている。東部から南部にかけては急激な落ち込みをみせ，東南部は若干突出する形を

とっていて，全体としては台状の形状をなしている。

東南部での層序は，現耕作土の下，1．現床土，2．青灰茶色土，3．茶赤褐色土，4．灰

黒褐色粘質土，5．黒褐灰色粘質土，6．濃茶褐色粘質土，7．濃茶色粘質土，8．茶灰色土

（礫を多く含む）9．黄茶褐色（青灰混）粘質土，10．青灰黒褐色粘質土，11．地山の順であ

る。調査区西部での層序は，現耕作土の下に，1．白灰色土，2．茶赤褐色粘質土，3．白灰

茶黒褐色土，4．黒黄褐色粘質土（礫を含む），5．灰茶黄褐色粘質土，6．地山であり，2．

3．層は中世の遺物を含んでいる。4．からは土師器の小片を出土している。（第74図）（第

75図）

b．遺構

どの遺構も遺物を伴っておらず，この地区からの遺物の出土は造成土中からに限られた。そ

れぞれの遺構の時代は明らかではない。

No．92溝

調査区東部の斜面上に位置し，北西から南東へ延びる。幅約45～120cm，深さ約3～20cmを
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第74図　F－8、遺構配置図（S：1月50）
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1．床土

L：49．90m　　　　　　2．青灰茶色砂質土

0　　　　　　　　　　　　2m

Jl．．；Ⅰ　　一一」

3．茶赤褐色砂質土
4．灰黒褐色粘質土
5．黒褐灰色粘質土
6．濃茶褐色粘質土
7．濃茶色粘質土
8．茶灰色砂質土（礫を多く含む）
9．黄茶褐色（青灰混）粘質土
10．青灰黒褐色粘質土

第75図　F－8、東南部土層断面図（S：1／80）

測り，断面形はU字形を呈する。遺物は出土していない。

No．93溝

調査区中央やや東南寄りに位置し，削平によって失われた北側から，南と東南へ分かれて迷

走する状態を呈している。幅約30～100cm，深さ約6～14cmを測り，底面は一様ではなく，凹

凸が激しい。遺物は出土していない。

No．94溝

調査区東南部に位置し，柱状断面図8．層に切り込んで掘られた溝である。南北に緩くS字

状に腕曲する。幅約40cm，深さ約10cmを測り，断面形U字形を呈する。遺物は出土していない。

No．95溝

調査区中央南寄りに位置する。ほぼ南北に延び，中ほどで分岐しながら緩く東南部へ曲がる。

幅約30cmから最大幅160cm，深さ約5～25cmを測る。断面形はU字形を呈する。遺物は出土し

ていない。

No．96溝

調査区西部南寄りに位置し，北東から緩く腕曲しながら商流する。幅約40～150cm，深さ約

10～15cmを測る。遺物は出土していない。

No．97柱穴列

調査区東部に位置し，ほぼ南北に並ぶ。柱穴間250cmを測り，柱穴の径約35～45cmを測る。

遺物は伴っていない。（第77図）

No．98土壌

調査区北東部，No・97柱穴列の東に位置する。平面形は不整の方形を呈し，縦横約100×

190cm，深さ約10～30cmを測る。埋積土は，1．青灰砂質土，2．青灰砂礫，3．黒褐色砂質

土の3層に分けられる。遺物は出土していない。
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No．99（？）

調査区北部東寄りに部分的に検出された遺構で，全体形は明らかではない。検出された平面

形は半円形を呈し，中ほどに段を持って掘り込まれている。東西約600cm，南北約200cm，深

さ約50cmを測る。遺構の内部にはグライ化した砂礫土の埋積が認められ，頻繁な湧水が見られ
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た。遺物は出土していない。（第78図）
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第78図　F－8、No．99遺構（S：1／60）

一76－

鮮

轡五
胡11軌
跡椒台
金台咄
ぜ咄醍
株塔株
塔株晰
rtt

Cn C⊃　▼－

▼－　N N

鮮轡
誹崩轡蒜
蜘十H卸日賦十十金
台椒金台椒咄
ぜ台咄ぜ合理
醍心理醍咄株
樵塔株株脛晰
粥川匝顛‖秘計信樅
tttttt

の　寸　L【つ　く．D r、、　CO
r r r　　　　「　　　　　　「　　　　　　「

幸　三

轡掴警
刊金台醍朝

刊椒ぜ咄株枇
粧台醍株柵台
台咄株細目来咄
咄捻日当睦月拾塔
塔佃柵柵華‖朕

tt　　　°　　　▼　　　t　　　▼

卜ヽ　〇〇　CD C⊃　▼－　Nl＋　　1＋　　．＋

（　　　　　　　　（

①　q）

LL u＿

（　　　　　　　　）　　　　）

苦言遍起票
粧＋小田咄トH椒
台月賦睦日当卸虹台
醍台柳川町会咄
椎ぜ椎株咄株
聴塔聴催日当聴
華皿華琴＝画賛

r N m　寸1．‘つ　CD



C．遺物

（第79図・117，118）は調査区南東部の造成中から出土した。黒褐茶色を呈する脆い土器片

で，胎土は砂粒を多く含む。（第80図・117）（図版26）は口縁端部に2条の凹線文をめぐら

し，（118）にも，くっきりとした凹線文を認める。表面の摩滅は激しい。縄文土器（後期？）

の可能性が高いものと思われる。（119）は調査区中央南寄りの造成土中から出土した鉄製の

刀子である。全長約33cm，推定の刃渡り約25cmを測る。このほか造成中から，須恵器，土師器，

瓦器，青磁，備前焼き，等々いずれも小片化した遺物を出土している。

＼√一／／二二二二二二二1二二二二㌧

119

冒。　　　　Z。。。
！．．．．！　　　　　…」

第80図　F－8、造成土出土遺物（1／4）

117

118
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毒口
．．ささ鵬・鶉
J▲1蜘んL蛤

r撃晦弱浄

L「．．．！　　　　　＿」

第79図　F－8、出土遺物

F－10

a．調査区概要

F－8の南，F－9の東に位置する。新設の

道路（R－8）部分については，削平を受ける

箇所が東部上層の造成土部分に限られるため，

遺構を確認の上で保存措置をとった。なお，新

設道路南側の圃場となる部分については調査を

行った。（第81図）

この調査区は丘陵の東端に当たり，東側に一

段の耕地を置いて谷川に接する段状の耕作地で

ある。調査を実行した地区は南側の半円形に張り出した部分である。基本的な層序は，現耕作

土の下に，1．淡茶褐灰色土（Feを含む），2．黄褐灰色粘質土，3．白灰色砂質土（礫を

含む），4．暗茶褐灰色粘質土（Fe，Mnを含む），5．灰黒褐黄色土（砂を含む），6．

地山（黄茶灰色粘質土）である。1．2．3．層から近世の磁器片を含む弥生土器，土師器，
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須恵器等の小片，及び瓦片，瓦器片等の遺物を出土している。

第81図　F－10、遺構配置図（1／200）

b．遺構　（第82図・（3））

No．100土壌

調査区のほぼ中央に位置

し，平面形は不整の円形を

呈し，径約140cm，最大深

さ約36cmを測る。墳壁の傾

斜は緩やかであり，底面は

平坦ではなく，起伏してい

る。埋土中から土師器の小

片を出土している。

No．101土壌（？）

南側を削平により消失している。残存部分は約120×150cm，深さ約8～15cmを測る。埋土

中に土器の細片を含む。

No．102溝

調査区西端に位置し，検出された部分は北西から南へわずかに弧を描いている。幅約45cm，

深さ約5cmを測る。遺物は伴っていない。

また，上層では，造成土に含まれる遺物から，近世以降のものと思われる複数の溝等を検出

している。（第82図・（1），（2））

F－10　トレンチ

新設道路（R－8）予定箇所に沿って，幅約1．5m，長さ約16mに渡って試掘し，北壁断面

図と遺構の平面図を記録した。

遺構は，現耕作土の下，1．灰青色粘質土，2．灰青黄褐色土粘質土，3．暗灰色砂質土

（礫を多く含む），を取り除いた後，複数のピットを検出した。

C．遺物

造成土からの出土遺物は，弥生土器，須恵器の杯高台，土師器，古代の瓦，中世の土鍋，措

鉢（備前焼き）等々である。いずれも小片である。
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第82図　F－10、遺構配置図（S：1／80）
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a．調査区概要

山条調査区の南側東寄りに位置し，東西に延びる町道の南に約1mの段差を持ち，1段下がっ

て接する。最大幅約12m，長さ約65mの東西に細長い調査区である。旧地形は緩やかに南に傾

斜し，調査区の中央北寄りで，旧水田に伴うものと思われる段状を呈する削平の痕跡が認めら

れた。段は現行水田の南側畦畔にほぼ並行し，約15cmの段差を持って東西に延びている。この
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第85図　F－12、13、14、16　遺構配置図（S：1／400）
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ため調査区の北側及び段の南側で検出された遺構は，削平（近世・近代）を受けているものと

考える。

調査区中央部での基本的な層序は，現耕作土，現床土の下に，1．灰色粘質土，2．灰赤茶

色粘質土（Feを含む），3．灰赤茶色粘質土（黄，Fe・Mnを含む），4．灰黒褐色赤茶

黄色粘質土（Mn・Feを含む），5．灰黄黒褐色粘質土（Mnを含む），5．灰黒褐黄色粘

質土（Mnを含む），7・赤茶灰黒褐色粘質土（Mnを含む），8．灰黄褐色粘質土，9．地

山，である。2～7．の造成土中から，弥生時代・古代・中世の遺物を出土している。

9．灰褐黄色粘質土（Mn）

10．灰褐黄色粘質土（Mn）

11．灰褐黄色粘質土（Mn）

12．赤茶灰褐色粘質土（Mn）

1．灰色粘質土
2．青灰黄色粘質土
3．青灰色粘質土
4．灰黄色粘質土

L：14．00■　C

1．淡赤茶灰色粘質土
2．灰色粘質土
3．灰淡赤茶色粘質土
4．淡赤茶灰褐色粘質土（Mn）
5．暗灰黄褐色粘質土（Mn）
6．暗灰色粘質土
7．黄灰褐色粘質土（Mn）
8．暗灰黒褐黄色粘質土

5．赤茶灰色粘質土
6．赤茶灰色粘質土
7．赤茶灰色粘質土（Mn少し含む）
8．赤茶灰褐色粘質土（Fe、Mn）

D

21¶

！．．．．土‾　　　　　　　！

9．赤茶暗灰黄褐色粘質土（Mn）

10・暗灰赤茶黄褐色粘質土（Mn）
11・暗灰赤茶黄褐色粘質土（Mn）

12・暗灰赤茶黄褐色粘質土（Mn）

13・灰淡赤茶褐色粘質土（Mn）

14．灰赤茶褐黄色砂質土

15．赤茶灰褐黄色粘質土

16・灰赤茶褐黄色粘質土（Mn）

17．灰赤茶褐色粘質土（Mn）

18．灰褐赤茶色粘質土（Mn）

19．灰黒褐色粘質土（Mn多い）

20．灰褐赤茶黄色粘質土（Mn）
21．暗灰赤茶色粘質土

22．灰黄赤茶色粘質土
23．黄赤茶灰色粘質土

第86図　F－12、土層断面図（S：1／80）

b．遺構

（第85図）（1）は，旧水田および旧耕作に関わると患われる溝である。（2）の上層で検

出されたものである。

No．101溝

調査区西端に位置し，北東から南西方向へ向かって延びる。幅約110cm，深さ約5～12cmを

測る浅い溝である。南側は掘削され消失している。埋土中から遺物は出土していない。（第87

図）

No．102溝

ー85－
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調査区はぼ中央南寄りに検出された，南北に延び商流する，幅約50～100cm，深さ約5～14

cmを測る溝である。断面形は浅いU字形を呈し，内部には灰色砂の埋積が認められた。遺物は

出土していない。（第88図）

No．103土壌

調査区西端No．101溝の西に位置する。南側は掘削により消失している。残存部分の平面形

は図に見る通り不整の形をしている。中ほど1段下がった箇所から，底面から浮いた状態で，

軒丸瓦（素弁八弁蓮華文，複弁蓮華文），平瓦（縄目文・格子文叩き）等の瓦を出土した。

（第126図）（149）～（154）（第89図）（第90図）（図版18，19）

麗喜怒妾≡拉≒去

D

L：44．00　m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

し二二I＝rI　一　題　ト　・・－…つ

第89図　F－12、No．103土壌
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し‥‥．　　子m

（S：1／100）

第90図　F－12、No．103土壌遺物出土状況

＿丁lt二！喜

No．104土壌

2m

L．．．．！　　　＿＿＿　」

1．灰淡赤茶黄褐色粘質土（Mn）　　5．暗灰黒褐黄色粘質土
2．灰黒褐色粘質土（Mn多い）　　6．灰黄淡赤茶褐色粘質土（Mn少ない）

3．灰茶黒褐黄色粘質土（Mn）　　　7．灰黄褐色粘質土

4．灰茶黒褐黄色粘質土（Mn多い）

麗91図　F－12、No．104土壌

調査区ほぼ中央南端，No．102溝の西に位置する。南側の大半を消失しているものと思われ

る。残存部分は半円形を呈し，全体形が円形であるとすれば，推定径約3m強を測る。墳壁は

一88－



緩やかで凹凸があり，底面の断面形は凸レンズ状を呈している。底面に接して丸瓦を出土した

他，埋土中から須恵器（高杯脚部片），丸瓦片等を出土している。（第91図）

曜
－　L：44．00m

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！．」．‾．！　　　　－　一つ

第92図　F－12、No．105土壌（S：1／40）

a　　　　　　上

し：44．50m

No．105土壌

調査区中央部東寄り

に位置し，平面形不整

の卵形状を呈し，長径

約180cm X短径約130

cm，深さ約6～15cmを

測る浅いものである。

遺物は出土していない。

（第92図）

No．106土壌

調査区東部やや北寄

りに位置し，平面形は

東南部の突出した不整

の形状を呈している。

縦横約130×260cm，

上部は削平を受けてお

り，検出面からの深さ

約15～40cmを測る。墳

1．茶褐灰黄色粘質土

（炭を多く含む）

2．灰茶褐色粘質土

第93図　F－12、No．106土壌（S：1／60）

－89－



壁は急峻で，底面は平坦ではなく，起伏が激しい。埋積土は，1．暗灰茶褐色粘質土，2．灰

茶黄褐色粘質土，の2層に分割出来，1．層は炭を多く含み，丸瓦，土師器片等の遺物を出土

している。（第93図）

No．107建物

P －7

ll

L：44．50m

0Lm
第94図F－12、No．107建物（S：1／60）

調査区東部北寄りに位置する。1×1間の掘立て柱建物と思われ，方位は東西軸が，N800

Eである。柱穴間は，東西方向で約280cm，南北方向で約235cmを測り，東西間が若干長い。

柱穴の径約35～40cmを測る。P－7の埋土中より，サヌカイト片，P－15より，細片化した土

器片を出土している。（第94図）

No．108ピット

調査区中央西北寄りに位置し，平面形は卵形状を呈し，長径約120cm，短径約100cm，検出

面からの深さ約100cm，卵形状の底面約70×90cmを測る。遺物は伴っていない。（第95図）

No．109ピット

ー90－



1．赤茶褐色粘質土

2．灰黒褐色粘質土（Mn）

3．灰茶褐淡茶黄色粘質土（Fe）
4．白灰淡茶色粘質土

5．灰黄褐色粘質土（Mn）

6．灰黄色粘質土
7．白灰黄色粘質土

8．白灰黄色粘質土（白色多い）

9．白灰黄色粘質土（黄色多い）
10．白灰黄褐色粘質土（Mn）

11．白灰黄色粘質土（黄色多い）

第95図　F－12、No．108ピット（S：1／40）

L：44．50m

2m
1．．．．＿！　＿＿∴　　　＿　I

第96図　F－12、No．109ピット（S：1／40）
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調査区東部北端に位置し，浅い溝状の掘り込みの底部に検出された。長径約90cm，短径約70

cm，検出面からの深さ約100cm，卵形状の底面約40×60cmを測り，No．108ピットとほぼ同規

模である。（第96図）

No．103，104，105，106の土壌については，遺物をもって見るなら，奈良時代を上限として

それをさかのぼることはないと思われる。調査区北東部に検出されたピット群は削平を受けて

おり，違う時代のものが同時に検出されている可能性もあるものと思われる。サヌカイト片，

須恵器，土師器の小片等を埋積土中から出土している。No．107建物，No．108，109ピットに

ついても旧水田層下に検出されたもので削平を受けているものと思われる。時代については，

中世という枠でとらえて置きたい。

C．遺物

P－4から石族（第133図・186），P－5から（第97図・122），P－17（123）を出土して

いるはか，造成土中から小型の磨製石斧（第132図・175），サヌカイト片，須恵器，土師器，

須恵質の聾，措鉢，瓦（格子状文，縄目文）等々を出土している。（図版22，23）

0　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

1．．．・．l　　　　　　　－＿1

第97図　F－12、出土遺物（1／4）

F－13

a．調査区概要

F－12調査区の南下段に位置し，南北約7m，東西約55mの調査区である。旧地形の南への

傾斜は緩やかであるが，耕地造成は調査区南側を掘削して行われており，現行で約1mの落差

を持っ段状を呈していた。

調査区中央部での基本的な層序は，現行の耕作土・床土の下に，1．灰赤茶褐色粘質土（F

e，Mnを含む），2．灰赤茶色粘質土（Feを含む，Mn少ない），3．灰赤茶色粘質土

ー92－



－　十　　　　　　2

1言炎赤茶灰色粘質土

2言炎赤茶灰黄色粘質土

3．暗灰褐色粘質土（Mn）
5．淡赤茶灰色粘質土

6言炎赤茶灰色粘質土（Mn）

7．灰褐淡茶色粘質土（Mn）

8言炎茶褐灰色粘質土（Mn）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ll．「．；　　　一一1－」

9．淡茶褐灰色粘質土（Fe、Mn）
10．灰色（赤茶色混）粘質土

11．灰赤茶色粘質土

12．赤茶灰黄色粘質土

第98図　F－13、南側柱状土層断面図（S：1／40）

1．灰色粘質土（Fe、Mn）
2．灰淡赤茶色粘質土（Fe、Mn）
3．灰淡赤茶色粘質土（Fe、Mn）
4．黄褐白灰淡赤茶色土（M汀、Fe）

L：43．00mG

1．淡赤茶灰色砂質土
2．灰褐淡赤茶色粘質土（Mn、Fe）
3．暗灰褐色粘質土（Mn、炭）
4．灰褐淡赤茶色粘質土（Mn）

5．灰淡赤茶色粘質土（Fe、Mn）
6．灰淡赤茶色粘質土（Fe、Mn少ない）
7．灰淡赤茶色粘質土（Fe）
8．黄灰褐色粘質土（Fe）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！．＿．．．！　　　　　　主

5．暗灰褐色粘質土（Mn）

6．灰淡赤茶褐色粘質土（Mn）
7．灰淡赤茶色粘質土（Mn少ない）

8．黄赤茶灰色粘質土（礫）

第99図　F－13、土層断面図（S：1／80）

（Feを含む，Mnごく少ない），4．灰赤茶色粘質土，5．黄赤茶灰褐色（Feを含む），

6・地山（黄灰褐色粘質土），調査区西部では，現耕作土・床土の下，1．赤茶灰色砂質土

（Feを含む），2．灰赤茶褐色粘質土（Feを含む），3．灰淡赤茶色粘質土，4．灰淡赤

茶褐色粘質土（Mnを含む）5．黄赤茶灰色粘質土（礫を含む）6．地山となっている。（第
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85図）（第98図）（第99図）

b．遺構

No．110溝

′′

－1．．一　一　一

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　＿．．．．1　　　　　　！

第100図　F－13、No．110溝（S：1／80）

調査区東部に位置し，検出した部分は半円形を措く溝状の遺構である。中ほどに，北から南

流して接続する溝を伴う。幅約50～100cmを測る。遺物は伴っていない。（第100図）

No．111溝

No．110溝の東に位置し，No．110より上層で検出された溝である。ほぼ南北に延び，南側

は下段の水田造成によって掘削され消失している。幅は中央から南で約90cl花，北側で約250cm，

深さ約5～12cmを測る。断面形はU字形を呈する。遺物は出土していない。

No．112溝

No．111溝の東に位置し，南北に延びる。幅約25～55cm，深さ約7～12cmを測る。断面形は

U字形を呈する。遺物は伴っていない。

No．113溝

調査区東部中央寄り，No．110溝の西に位置する。北東から南へ向かって延び，幅約30～90

cm，深さ約2～7cmを測る。遺物は伴っていない。

No．114溝

調査区西部に位置し，ほぼ南北に延びる。幅約200cm，深さ約10～20cmを測る。埋積土中か

ー94－
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1．灰褐黄色粘質土（Mn）
2．灰褐黄色粘質土（Mn少ない）
3．暗灰赤茶色粘質土（Fe）
4．灰褐色粘質土（Mn）
5．灰褐赤茶色粘質土（Mn）

6．灰赤茶褐色粘質土（Mn）
7．黄灰色粘質土
8．黄灰赤茶褐色粘質土（Fe、Mn）
9．灰茶褐黄色粘質土（Mn）

第101図　F－13、No．114、115溝（S：1／60）

ら，平瓦（縄目文・格子文叩き），丸瓦（内面に布目痕あり），土師器の小片等を出土してい

る。（第101図）

No．115溝

No・114溝の西，調査区西端に位置する。西側を現行の用水溝によって切られているため溝

の西側部分は消失している。埋積土中からは，平瓦（縄目文・格子文叩き），丸瓦（内面に布

目痕あり），須恵器（第107図・127），土師器等を出土している。（第101図）

No．116土壌

調査区中央東寄り北端に位置し，東西に細長い卵形状を呈している。長さ約340cm，幅約

－95－



100cm，深さ約10～20cmを測る。墳壁の傾斜は急で，底面ははぼ平坦である。埋積土は，1．

灰褐色粘質土（Mnを含む），2．炭，3．黄灰褐色粘質土，の3層に分けられる。軒丸瓦

（第124図・130），平瓦（縄目文叩き），丸瓦，等を出土している。（第102図）（図版18）

！．I．．！　　　　　　1

第102図　F－13、No．116土壌（S：1／40）

・、　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・

L：43．20m

2m

し＿∴＿＿」，I」　－　　　　」

第103図　F－13、No．117土壌（S：1／40）
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No．117土壌

調査区東部南寄りに位置し，No．118建物の柱穴によって切られている。縦横およそ80×

130cm，検出面からの最大深さ約15cl花を測る，図に示す通り不整の平面形を呈する土壌である。

埋積土中から須恵器杯（第107図・124）等を出土している。（第103図）

No．118建物

調査区東部に位置し，棟方向N800W，梁行2間，桁行3間の掘立て柱建物である。梁行約

400～410cm，桁行は北側で約680cm∴南側で約670cmを測る。桁行の柱穴間は東から，北側

で，230cm，195cm，255cm，南側で，225cm，220cm，225cmを測る。柱穴の径は，およそ

50～70cmを測り，柱痕は径25cmを測るものが認められた。柱穴の埋土から土器の小片を出土し

ている。（第104図）

No．119建物

調査区西部に位置し，棟方向N800　W，梁行約260～270cm，桁行約420～430cmを測る，

1×1間の掘立て柱建物である。柱穴掘方は，長径100～140cm，短径70～100cm，深さ約25

～45cmを測る。P2－15から須恵器（長頸壷胴部？），土師器，P2－13から須恵器，土師器

の小片を出土している。（第105図）

2m

［」．．．．　　　　－」

第105図　F－13．No．119建物（S：1／80）
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第104図　F－13、No．118建物（S：1／80）
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No．120建物

調査区中央部に位置し，棟方向N800W，梁行1間，桁行2間の掘立て柱建物と思われ，梁

行約260cm，桁行約430cmを測る。桁行柱穴間は北側で東から，210cm，210cm，南側，260

cm，150cmを測る。（第106図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

し．．－．！　　子

第106図　F－13、No．120建物（S：1／80）

No．118，119，120の建物の規模はいずれも限られた調査区内で検出された規模であり，南

側はすでに削平により消失しているが，南北に延びる可能性もあるものと思われる。時期的に

は幅をもって，奈良～平安時代を上限と考えたい。

C．遺物

造成土からの出土遣物は，軒丸瓦（第125図・148），軒平瓦（第128図・165）のはか，サ

ヌカイトの小片，須恵器，土師器，平瓦，丸瓦等々である。（図版20）

F－14

a．調査区概要

山条調査区の西南，F－12調査区の西に位置する，南北約10m，東西約30mを測るおよそ長

方形を呈する調査区である。旧地形・は南に下る緩斜面をなし，現行の水田は，その斜面上に造

成された段状を呈する2枚の旧水田を1枚に造成したものである。
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127

（No．115溝）

第107図　F－13出土遺物

この調査区中央南側における層序は，1．現耕作土，2．現床土（赤茶灰色・Feを含む），

3．灰赤茶色粘質土（Feを含む），4．暗灰色粘質土，5．赤茶灰色粘質土（Feを含

む），6．灰色土（礫を多く含む），7．灰黄茶黒褐色粘質土，8．地山である。4．層を旧

水田面と考える。これより上層の造成土中から，近世・中世の遺物（白磁，措鉢片等），須恵

器，土師器等小片及び，小片化したものを含んで，平瓦（縄目文・格子目文），丸瓦（行基式

他）等を出土している。

b．遺構

旧水田層の下に，旧耕作に伴うものと思われる複数の溝を検出している。溝は東西方向に延

びるものと南北方向のものとが認められた。（第85図）

No．121溝

昭和61年にこの調査区南に隣接する地区で確認されたほぼ南北に延びる石組みの暗渠に伴っ

て検出された溝で，2次的に掘り上げたものである。底面は南に低く緩く傾斜しており，北側

は削平され消失している。

No．122溝

調査区西に位置し，北西から南へわずかに方向を変えて南流する。溝の北側，南側ともに削

平され消失している。幅約130～200cm，最大深さ約10cmを測る。遺物は伴っていない。

No．123溝

－100－



1．赤茶灰色土（礫）
2．灰色（赤茶色混）粘質土
3．赤茶褐色粘質土（Mn）

4．灰黄褐色粘質土（Mn、Fe）
5．灰赤茶黄色土（礫）

6．灰黄色土（礫）

十　一一一　′γ‾‾‾‾‾‾‾

10．灰淡赤茶色粘質土（Fe）

7．淡赤茶色土（Fe）　　　　11．灰淡赤茶色土（礫、Fe）
8．淡赤茶灰黄色土（礫、Fe、Mn）12．灰淡赤茶色土（礫、Fe、Mn）

9．暗灰黄褐色粘質土（Mn）　　13言炎赤茶灰黄褐色粘質土（Fe、Mn）

0　　　　　　　　　　　　　　21¶

第108図　F－14、南側柱状土層断面図（S：1／40）

調査区中央東寄りに位置し，北東から南西へ流れる。幅約50～100cm，深さ約2～5cmを測

る。遺物は出土していない。

No．124溝

調査区東端部に位置し，ほぼ南北に延びる。南側は旧水田の削平を受け，消失している。幅

約60～80cm，深さ約6～10cmを測る。

この溝の南側に約250cm離れて検出された幅約30cm，長さ約150cmを測る溝は，No．124と

同方向同一軸上にあり，No．124の削平された底部である可能性が高いと思われる。

No．125溝

調査区西部に地山面で検出された不整形のもので，最大幅約100cm，最大深さおよそ20cmを

測る。逆くの字状を呈し，屈曲部に段を持っ。流方向は北から南西である。遺物は出土してい

ない。（第109図）

No．126土壌

調査区東部南寄りに地山面で検出され，平面形はほぼ隅丸の長方形を呈する。縦横約200×

330cm，深さ約5～20cmを測る。墳壁の傾きは緩やかで，底面はなだらかに起伏している。埋

積土は3層に分けられる。遺物は出土していない。（第110図）

No．127土壌（？）

調査区東部に位置する，ふたっ以上の重複する土壌である。墳壁は急で，底面には凹凸が見

られる。遺物は出土していない。（111図）

No．128土壌

調査区北西端部に部分的に検出された遺構で削平を受けている。検出部は隅丸の方形を呈し，

長さ約340cm，検出面からの深さ約6～13cmを測る。埋積土は2層に分かれ，遺物は出土して

いない。（第112図）
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第109図　F－14、No．125溝（S：1／60）

No．129土壌

調査区西部北寄りに位置し，削平を受けているものと思われる。平面形は卵形状を呈し，長

径約140cm，短径約125cm，検出面からの深さ約10cmを測る。遺物は出土していない。（第

113図）

No．130土壌

調査区中央西寄りに検出された縦長の卵形状を呈する土壌である。長径約205cm，短径約70

－102－



cm，土壌南側で最大深さ約15cmを測る。遺物は出土していない。（第114図）

：ニ

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
！．．．．1　　　　　　1

第110図　F－14、No．126土壌

一■

／

1．暗灰淡茶黄褐色粘質土（Mn）
2．淡茶褐色粘質土（Mn）
31赤茶灰色粘質土
4．灰赤茶褐色粘質土（Mn）
5．灰赤茶色粘質土
6．淡茶白灰黄黒褐色粘質土

2m
L二二＿I＿　「．．ト　　　　　」

第111図　F－14、No．127土壌（？）（S：1／40）

ー103－



E
N

臣
t

≦
′

t寸‘

▼

l

u＿

図
N
t

諒

また，調査区中央南端

部に検出されたピットP

3－1，P3－2の埋積

土中からは，土師器，瓦

等の小片を出土している。

C．遺物

造成土からの出土遺物

は，石族（第133図・

185・189），軒丸瓦（第

125図・142），（第127

図・157），のほか須恵器，

土師器，平瓦，丸瓦等々，

いずれも小片化したもの

を出土している。（図版

22，19，20）

F－16

a．調査区概要

F－14調査区東部の南，F－13の西部に接して続く調査区である。用排水路ID－7設置部

分を含み，現行で2段の水田に渡る南北に細長い調査区である。旧地形は南に下る緩い勾配の

斜面をなしている。調査区南端部は約150cmの落差の段を持ってF－15に接する。調査区東部

は，現行の用水路及び下段の水田によって切られている。

b．遺構

No．131土壌

調査区中央で検出された平面形隅丸の正方形を呈する土境である。平面形およそ100×100

－104－
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第113図　F－14、No．129土壌
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第114図　F－14、No．130土塀
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cm，中央部での深さ約25cm

を測る。墳壁の傾斜はやや

急で，丸みを持って屈曲し

底部に移行する。墳壁，底

面共に約3～5cmの厚さの

焼土壁で形成されている。

埋積土は大まかに3層に分

けられ，底面直上に炭の埋

積が認められた。埋積土中

からの出土遺物は，瓦器の

小片，平瓦（縄目文叩き），

丸瓦（行基茸式？）等が

認められた。地炉であると

考える。（第115図）

No．132溝

調査区中央に位置し，ほ

ぼ南北に延び商流する。No．131土

壌により切られている。幅約70～

250cm，最大深さ約20cmを測る。断

面形はU字形を呈する。埋積土中か

らの出土遺物は，軒平瓦（唐草文），

平瓦（縄目文・格子文叩き），丸

瓦，小片化した瓦片等々である。

（第116，117図）

No．133溝（？）

No．132溝の東側に位置する。遺

構東部は現行の用水及び東南下段の

水田により掘削され，消失している。

あるいは，F－13のNo．115溝の延

長である可能性もあると思われる。

平瓦（縄目文・格子文叩き），丸瓦

等の小片を出土している。



1．茶褐灰色粘質土
2．灰茶褐色粘質土
3．灰茶褐色粘質土（炭を含む）
4．濃茶褐色粘質土（炭を含む）
5．黄灰色粘質土
6．淡茶黄褐色粘質土
7．焼土壁

皿l

睾：‡′′
∠三㌢斗／

箋
0　　　　　　　　　　　　　　2m

「．．．ll　　　　　　＿＿l

第115図　　F－16、No．131土壌
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No．134・135ピット

調査区南部に位置する。南北に並んで検出されたはば同規模のもので，No．134が約100×

100cm，深さ約70cm，No．135が約120×90cm，深さ約80cmを測る。両ピットの埋積土中から

摩滅し，小片化した瓦片（格子目文叩きの残るもの有）を出土している他，No．135からは，

土師器の小片を出土している。（第118図）

No．136溝
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「．．．．1　　　　　1

1．°灰黒褐色粘質土
2．灰黒褐色粘質土

3．黒褐灰色粘質土

4．灰黄茶色粘質土（Mn）
5．淡赤茶灰色粘質土（Fe）

6．白灰黄色粘質土
7．灰黄色粘質土

8．青灰黄色粘質土

9．淡茶色粘質土
10言炎茶灰色粘質土

11言炎茶灰色粘質土（Mn少ない）

12．暗灰淡赤茶色粘質土（Fe）

13．灰淡茶色粘質土
14．黒茶褐灰色粘質土

15．黒褐灰色粘質土

16．茶黒褐灰色砂質土

17．灰淡茶褐色粘質土
18言炎茶褐灰色粘質土

19．淡茶褐灰黄色粘質土
20．灰淡茶褐色粘質土

21．灰淡茶褐色粘質土

22．黒褐灰色粘質土
23．黒褐色粘質土（炭、焼土を含む）

24．灰茶褐色粘質土（炭を含む）

25．茶灰黄色粘質土
26．灰黒褐色粘質土

27．淡茶灰黄色粘質土

28言炎茶褐灰色粘質土
29．灰淡茶褐色粘質土

30．淡茶褐灰黄色粘質土

第117図　F－16、No．132溝土層断面図（S：1／60）

調査区南端部に

位置し，東西に延

びる。検出された

部分は幅約230～

300cm，深さ約40

cmを測り，断面形

は鈍いU字形を呈

している。遺構埋

積土中から，須恵

器（杯高台付底

部），土師器小片，

淡白灰色の碗口縁

（？）と思われる

細片，丸瓦（玉縁

付），平瓦（縄目

文・格子状文叩き）

等の遺物を出土し

ている。また，底

部から軒丸瓦（第

124図・128），平

瓦を出土している。

（第119図）（図

版18）

各遺構は旧水田層下に検出され，それぞれの時代については，No．131が最も新しく，No．

132溝を切ってつくられている。No．132，133溝および，No．134，135ピット，No．136溝は

ほぼ同時代のものと思われる。No．131は室町時代以降，No．134，135ピットは奈良～平安時

代を上限とするものと考える。No．136溝については，上層の埋積土から中世のものと思われ

る遺物（椀口縁？の細片）の出土もあり，定かではない。

なお，No．115溝（F－13）とNp．133溝は真ん中を水路によって切られているが，同一の

溝である可能性が考えられる。また，No．132溝が南側へ未調査地区を直進しているとすれば，
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1．黒褐灰色砂質土（Mn）
2．茶灰褐色粘質土（Mn）
3．灰黒灰色粘質土
4．灰茶褐色砂質土
5．茶灰黄色粘質土
6．黒茶灰黄色粘質土
7．青灰色粘質土
8．茶褐黄色粘質土
9．灰茶黄色粘質土
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10．黄褐灰色粘質土

11．灰褐黄色粘質土

12．黄茶褐灰色粘質土
13．黄茶褐灰色粘質土

14．黒褐灰色砂質土（Mn）

2m
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第118図　F－16、No．134、135ピット（S：1／40）
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1．灰茶褐色砂質土（Mn）
2．茶褐色砂質土
3．灰茶褐色砂質土
4．灰黒褐色砂質土（Mn多い）
5．茶褐灰色砂質土
6．茶褐灰色砂質土
7．茶褐灰色砂質土
8．茶褐灰色砂質土
9．黒褐灰色砂質土
10．灰淡茶色粘質土

11．淡茶灰色粘質土
12．黄褐色粘質土

13．茶褐灰色砂質土
141灰茶黄色粘質土

15．灰茶色粘質土

16．灰茶褐黄色粘質土
19．灰茶褐色砂質土

20．茶褐灰色砂質土（Mn少し）

21．茶褐灰色砂質土
22．茶褐灰黄色砂質土

第119図　F－16、No．136溝（S：1／60）

23．灰茶褐黄色粘質土

24．灰茶褐色粘質土

25．黄茶灰色粘質土
26．黄茶灰色粘質土

27．黒褐色粘質土

28．灰褐黄色粘質土
29．灰褐黄色粘質土

No．136溝とほぼ直交する形で交わる可能性があると思われる。No．133，115，114溝もほぼ

No．132に並行しており，同じことが言える。

また，No．134，135ピットは大型の柱穴であると患われ，（第120図）に示すように，約

210cmの間隔で4本のピットが，ひとっとんで4間並ぶ。北側のものは削平を受けているもの

と思われ，規模は一定していない。この4本のピットがっながるものであるのか，また，何等

かの遺構として西側に拡張されるものであるのか，西側の隣接地区で石組みの暗渠が確認され

ていることも考え合わせて，今後の調査に期待したい。
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第120図　F－16、柱穴列（？）（S：1／200）

F－12において検出されたNo．108，109ピットについても，規模，埋積土の状況等，No．

134，135に類似しており，同様に大型の柱穴である可能性が高いものと思う。

C．遺物

造成土中からの出土遺物は，石族（第133図・177），軒丸瓦（第127図・155，156），軒平

瓦（第128図・164）のほか，須恵器，土師器，瓦器，備前焼き等々である。（図版18，20，

23）

F－15

a．調査区概要

山条調査区の南端に位置し，F－16調査区の南に接続する。調査区西部にトレンチ（南北1

mx15m）を入れ，遺構（ピット）を確認の後，地権者の了承を得，圃場整備の工法を変更し，

保存の地区とした。（第121図）

なお，当初の用排水路ID－7設置予定箇所にあたる，調査区西端部については，調査を行

い，ピット，溝等の遺構を検出した。（第122図）
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第121図　F－15、遺構配置図（1／400）および土層断面図（S：1／80）
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第4章　山条地区出土の古代瓦について

山条地区出土の軒丸瓦，軒平瓦はその型式によって，軒丸瓦をA～Dの4型式に，軒平瓦を

E～Hの4型式にそれぞれ分類することができる。（第124図）～（129図）（図版18～20）

a．軒丸瓦

A型式…蓮弁は肉薄で中央部が軽く凹み，8枚の蓮弁の間に同じく8枚の花びら型の間弁を

配している。外区は，外縁の内側に1条の凸線をめぐらしただけの単純なものであ

る。中房は，中央に1つ，その周囲に6つの蓮子を有している。硬質のもの（128，

129，145，146，148，155，157）と軟質のもの（147，156）とが認められる。

B型式…外区内緑に珠文をもち，肉厚の蓮弁は8枚で中央に陵線を有する。中房は肉厚で突

出し，中央に1つ，その周囲に6つの蓮子を配する。硬質のもの（130，149）と軟

質のもの（140，144）がある。

C型式…中央に飾り（子葉）を持っ2枚の蓮弁が1組となり，8つ配されている。銀杏葉形

の間弁を有する。外縁の内側に2重の凸線をめぐらし，中房な，中央に1つ，周囲

に8つの蓮子を配する。平城宮6225型類似のものと思われる。（141），（142）とも

に軟質である。

D型式…（143）1点の出土である。肉厚の蓮弁2枚が1組で問弁を有する。外区は，2重

の凸線で飾られている。中央部分を欠く。硬質のものである。

b．軒平瓦

E型式…中心飾りは，直線の両脇に支葉を配する単純なもので，背中合わせの2枚の主薬が

連続するものと思われる。（159）

F型式…均整唐草文を施すもので，平城宮6663型式に類似するものである。中心飾りを欠い

ている。

G型式…主菜の配列から他型式のものと区別されるが，残存部が限られているため，全体の

文様は明らかでない。

H型式…これも限られた小片で，長く延びる主葉と菅様の支葉が認められる。

また，（158）および（163）は，中心飾りのみであるが，E型式を除くいずれかの型式に

属するものである可能性が考えらろる。

B型式は，素弁八葉華文であるが，外区に珠文を持っことから，須恵廃寺，大海廃寺，五反

廃寺，栢寺廃寺，秦原廃寺，寺町廃寺，等々に見られる白鳳時代初期とされるものよりは後出
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第127図　軒丸瓦・軒平瓦実測図

のものと思われる。

C型式は，津高南廃寺出土のものに類似しているが，外区に鋸歯文を伴っていない。

F型式のものは賞田廃寺，幡廃寺，相寺廃寺，関戸廃寺，備中国分寺，美作国分寺，国分尼

寺，等々で出土したものに類似している。

（第131図・171）は，F－4出土の淡赤褐色を呈する瓦製品である。飾り瓦の一部である

と思われる。（図版21）

（第130図・168）はF－16から出土した行基茸式の丸瓦で，色調白灰淡茶色を呈し，表面

縦方行にへラによる調整痕が見られる。（169）は，F－4出土の玉縁付の丸瓦である。淡青

灰色を呈し，裏面には，（168）同様，布

目痕を認める。（170）は，F－4出土の

表面に縄目文叩きを施したものである。

（図版21）

瓦の出土は山条調査区のほぼ全域で見ら

れたが，密度としては，F－3，4，11以

南の地区に特に集中している。小字に「薬

師堂」と呼ばれる地域である。

H l

4
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また緩斜面の最上部にあたるF－7においても，少量ながら瓦を出土している。

第5章　石　　　　器

175

（F－12）

0　　　　　　　　　　　　　　　20cm
L∴‘．．．つ　　　　　　　」

第132図　山条地区出土石器実測図（S：1／4）

（172）磨製石斧

F－11南側の畦畔部造成土から出土したものである。全長12．5cm，最大幅7cm，厚さ5cmを

測り，断面形は楕円形を呈する。刃部は一度片面を破損した後，磨いていると思われる。

（173）磨製石斧

F－6の造成土中から出土したものである。刃部を欠いている。残存部の長さ5．5cm，幅

6．5cm，厚さ4．5cmを測る。断面形は楕円形を呈する。

（174）磨製石斧

F－7の造製土からの出土である。長さ10．5cm，最大幅6．5cm，厚さ4．5cmを測り，断面形

は楕円形を呈する。刃部は欠損している。

（175）磨製石斧

－120－
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第133図　山条地区出土石器実測図（S：1／2）

F－12の造成土から出土した。色調は黒色を呈し，長さ7．5cl花，最大幅3cm，厚さ1．3cmを
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測る。使用によるものと患われる打撃痕が刃部に認められる。

（176）磨製石斧

F－4造成土中から出土した。淡緑白灰色を呈し，長さ5cm，幅3．5cm，厚さ1．1cmを測る。

平面形は正方形に近く，刃部は片面を多く磨き，片刃に近い状態に仕上げている。

（177）～（204）石族

いずれもサヌカイト製のものである。（186）を除いては，すべて造成土中からの出土であ

る。ほぼ，山条調査区全域に渡って散布が認められる。
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第6章　まとめにかえて

富谷，山条地区で神社・仏教関係と思われる小字を拾ってみると，富谷地区では，「松尾谷」

・「本明寺越え」・「五輪谷」，等がある。「松尾谷」は天神山東側の谷で，かって松尾神社

が所在したと伝える。「本明寺越え」は，「松尾谷」へ金川方面から越える小さなたわである。

「五輪谷」は，F－1調査区の南西部にあたり，宝筐印塔の頭部を祀るところからこう呼ばれ

る。富谷，山条地区の問を，「天神」と言う。山条地区近辺では，調査地区にあたる「薬師堂」

のはか，「宮の前」，「宮の脇」，「五輪だわ」，宇根山古墳群の西にある母谷（はおだに）分に

は「顧照寺」がある。本明寺，顕照寺はともに日蓮宗の寺として近世になって廃絶している。

「薬師堂」はF－4，F－11から南，F－12～F－16を含む地区である。東西に延びる町道わ

きに石仏があり，『お薬師様』と呼ばれ，近年まで眼病の仏として近隣の信仰を集めていた。

「宮の前」，「宮の脇」の「宮」は，現存する八幡宮をさすものである。また，調査区の西北に．

『生前庵』と称する小庵があるが，もとは日蓮宗不受不施の憬れ庵として，近世備前に営まれ

た十二庵の内のひとっである。本明寺の末寺として知られる。「五輪だわ」は，西奥遺跡から，

みそのお古墳群，菅古墳群に越える峠である。宇垣周辺には「五輪」を冠する小字が多く残さ

れてる。地名には見られないが，山条地区には「寺門」姓も多い。ただ，これらの多くは中世

以降に由来を持っものと患われ，今回の調査で出土した瓦の時代に直接関わってゆくものでは

ないように思われる。

昭和61年，「薬師堂」で古代瓦を伴った石組みの暗渠が確認され，その隣接地域に遺構の存

在が予想された。今回の調査においても，遺物としては古代の瓦を多数（整理箱約25箱分）出

土しているが，それに伴うべき遺構を明らかには確認し得なかった。全調査地区とも，耕地造

成による削平と撹乱を受けており、遺物の出土も造成土中からのものが多い。すでに失われて

いる遺構も多いものと思われるが，その幅広い出土遺物は，南向きの陽当たりの良い緩斜面上

に連綿と営まれ続けてきたこの地域の歴史を示すものと思う。

瓦を伴う遺構として，この地区で最も可能性の高いものは，やはり寺院址であろうかと思わ

れる。遺物から推定すれば，白鳳時代に入ってから県内に数多く造営された私寺，氏寺のひと

つである可能性が高いと思われる。この地区では，室町時代までの遺構が検出されているが，

各遺構の時代的なっながり，各調査区の遺構相互の関連性等，今後の課題として傭轍的な視野

に立っての検討が必要であろう。隣接地域の今後の調査に期待したい。
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最後に，発掘調査に関わった方々，関係各位に謝意を表するとともに，直接現場で発掘作業

に当たられた作業員の方々の名前を記して感謝の意を示します。（敬称略）

北山謙語，寺門和寿，寺門秀夫，西岡定勝，西田一正，舞原一志，吉村弘，花房義貞，安宗貞

男，寺門静男，遠藤笑野，北山君恵，高角光恵，田口静子，寺門順子，藤原貴奴江，吉村芳子，

寺門節子，以上の方々です。有り難うございました。
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1・矢印左・山条地区、右・富谷地区遠景（南西から）

2．山条地区近景（南から）



図版2

1．富谷地区近景（右・F－1、左・F－2東部）（南西から）

2．F－1完掘（南から）



1．F－2完掘（西から）

2．F－2東部（西から）



1．F－3・4完掘（東から）

2．F－3No．26、27、28建物（南から）



1．F－3遺物出土状況（P一日）（南から）

2．F－5完掘（北から）



1．F－6遺構検出状況（西から）

2．F－6完掘（西から）



1．F－7完掘（西から）

2．F－7遺物出土状況（南から）



1．F－9完掘（南から）

2．F－9の西道路下部分（南から）



1．F－8完掘（南西から）

2．F－10完掘（南西から）



1．F一日No．18住居（東から）

2．F－10、R－8新設道路部分トレンチ（東から）



1．F一日遺物（青銅器）出土状況（南から）

2．F一日No．19ピット遺物出土状況（南から）



1．F－12完掘（西から）

2．F－12．N。．103土壌遺物出土状況（東から）



1．F－13完掘（西から）

2．F－13No．118建物（南から）



1．F－14完掘（後方左・F－12、右・F－13）（西から）

2．F－16完掘、手前F－14（北から）



1・F－16遺構掘上げ状況（東から）

2．F－16No．131土塘土層断面（北東から）



1・F－16No．13やピット土層断面（北から）

2．F－16No．136溝遺物（128）出土状況（南西から）



1．昭和61年に検出された石組の暗渠、奥はF－14（南から）


